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第９I1111Iil体でＬ級DiL坂ｲﾄﾞ犬(〕I〔北大)３

位、ＬＨ級Ｉ)､i辺l悴(】〔北学院大)２位

と入賞し、総合７位となった。

昭和30年

節1肱Ⅱ刈体でＭ級早坂が犬（１２杉llltl＄

教)４位､ＬＨ級川名英一(n本'k命)２

位と入徹し総合７位となった。

宮城IMiWi報学校体有巡ＩＭＩに力Ⅱ盟が鰹め

られ部会が発足し、８校44名の遮手が

参加し、１２月に商校選手柵大会として

部会主(惟の初大会を１１１ⅢMした。

昭和31年

第11111〕K北選手Ilii大会を仙台iIiでlⅡ1(鮒

した。

第１llliⅡ副体でＭ級.iil坂彬夫(沿切,｣､紋）

が２位に入賞した。

第３[､1余国簡校選手柵大会に初出｣ル

し、Ｆｅ級桂川孝三(柴IⅡ偶）６位、Ｌ級

加鰯商IﾘI(柴、腱)４位､Ｍ級112栄拠((111

台Iiii〉８位と３渦が入徹し学校対抗で

柴111展林ini枚が８位と、初出場とはu

えぬ索哨らしい成繍を弧した。

昭和32年

第１２回IHI体でＦ級三宅義Iii(大河原商）

５位、Ｂ級椎川季三(柴111農ＯＢ)４１M、

Ｍ級jiMlb(線犬(ｻﾞIIJⅢ小紋)４位と入賞し

総合６位となった。

第４Iml会lqiiii校避乎枇大会でＦ級三宅

獲倫(大河I1iiiiW)５位、Ｂ級佐々木j[伝

(仙台iiii)６位、Ｍ戦災行部正三(柴IJI

腱）５位と入賞した。

昭和33年

iiYl3回'11体でＦ級三宅雑倣(法政上)優

勝、Ｆｅ級桂川争三(法政大)５位と入賞

し総合６位となった。

第５[ﾛ]分|珂断校避乎樅大会でＬＨ級藤

原卓ｍ巻商)が２位に入賞した。

昭和34年

第14111Ⅱf１体でＢ級三宅義ｲﾊﾞ(法政大)が

２位に入賞した。

節６「01余mi1M校総体でＦ級菊地洋nK

（柴IHI農）５位、Ｆｅ級iii鵬忠綻(Ⅱ〔北ilPi）

５位、Ｌ級菓坂仁iiI(柴111農）４位と入

賞した。

昭和35年

身で現征自衛隊に勤務している三宅兄

弟がいる。兄の義信遮手は昭和39年第

18回東京オリンピック大会に世界新記

録で優勝したのを始め、その前後の世

界避手柵大会に４迎耐し、数多くの１１ｔ

界ild鰍を耐立している。弟の雑行過乎

もIlIl利43年筋19回メキシコ･オリンピ

ック大会に兄義偲選手と兄弟で11Mル

し、兄が優勝、弟が３位と兄弟での活

踊が話題になった。三宅兄弟以外にも

オリンピック大会、世界避手tIii大会、

アジア人公、ジュニア111界選手Ilii大会

鞭の１１１暗大会に数多くの日本代衣逆手

を送りⅡ)している。また、［n体総合優

勝を始め、今lEl高幕学校ウエイトリフ

ティング競技選手樋大会学校対抗にお

いて柴田農林高等学校が２１m】、宮城Ⅲ

農業商報学校が１１mの優勝と数多くの

入賞者を雌出するなど、岬かしい足跡

を硯している。

〈年次別概況＞

昭和24年

第４回国体に佐蕗信敢(東北大戦)が本

県選手として初出柵ＬＬ級で８位に入

賞した。

昭和25年

第５１１１１１１１体でＦ級阿部木Ⅲ６位、Ｍ級

佐醸信iii(束北大教)６位と入賞した。

昭和26年

協会が、文され、初代会艮にiiii橋弘犬

が就任した。

第６１１１|国体でＭ級佐藤伯爪(DIq上大教）

が５位に入賞した。

昭和27年

第７１，１図体でＦ級坂、政史(束北大)７

位、Ｂ級青柳照夫(東北大)６位、Ｍ級

佐蝋億通(東北大教)４位と入賞した。

昭和28年

第８回同体でＦ級坂口政史(束北大）７

位、Ｆｅ級佐々木様哉(〕Iqt人)６位、Ｌ

級早坂作犬(東北大)３位、Ｍ級佐蝋Ｉ門

並(束北大教)２位と入賞し、総合４位

となった。

昭和29年

<沿革＞

倦会卸す仁至る経緯

本県におけるウエイトリフティング

競技の萌芽は昭和24KFである。第７回

国体のIlllI1M誘致を進める一環として、

ウエイトリフティング協会ill立が必要

となり、当時の宮城師範学校の体育教

師であった佐薩信班(後に東北大学･宮

城教育大学･仙台大学教授を歴任)が視

察を兼ね、第４回国体(東京)に(1)場し

たのが始まりである。翌25年、まだ協

会iI1立には至らなかったものの、姉５

回国民体育大会に３名の避乎が11Mルし

た。

第５回国体の後、Ｈ本ウエイトリフ

ティング協会の指導をうけ、昭和26年

８月協会fWl文の運びとなった。同年９

月には本県にとって初の大会をIlIlI1M

し、第６ＩｎｌｌＬｌ体に５格の選手を送り出

し、宮城県ウエイトリフティング協会

がスタートした。

協会の設立にあたっては、初代会奨

をお引き受けいただいた高橋弘夫(昭

和39年没)の競技に対する深い御理解

と1M政而での多大な御支援があった。

大会には必ずEIIを兄せ逆手を戒接激励

され、梓及発展に努められた。

本県のウエイトリフティング醜技

は、佐藤信童の手により東北大学の学

生達を中心にして普及されていったの

であるが、当時の避乎の数は１０格足ら

ずであった。その学生述が大学を卒乗

し、商校に準駁して部を設立、捕導を

始めて商校生餓技稀数も墹加した。昭

和30年４月に宮城県高等学校体育述盟

に加盟、正式に宮城県高体連ウエイト

リフティング部会が誕生し、第１回宮

城県商等学校総合体育人公ウエイトリ

フティング鱗技大会をⅢ111mした。

当時の脚体瞳技は、iili校生(少年)と

成年の区別がなく、本ＩＩＬから昭和30年

第10回l玉1体(神奈川)に高校生が初めて

出場し話題になった。

本県出身の代表選手には、村、町出
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第５回東北北海道選手権大会を仙台市

でＭ１催した。

第17回ローマ･オリンピック大会で三

宅義信(法政大)がＢ級で２位入賞を飾

った。

会｣とiiii橋弘夫が宮城ＩＩＬ体育協会より功

労賞を受賞した。

第15回同体でFe級桂川孝二(法政大）

が優勝した。

第７回全国高校総体でFe級大沼i1f-

(柴、農)６位、Ｌ級葉坂仁可(柴、農）

優勝、Ｍ級小１%（忠偏(柴IUlHl)３位、Ｌ

Ｈ級木村茂ＥＩＩ(石巻商)５位と入賞し学

校対抗で柴田農林高校が５位となっ

た。

昭和36年

第８回全国商校総合体育大会を仙台市

レジャーセンターを会場としてI1MI1Mし

た。

第８回全国商校総体でＦ級森健治(柴

田展)３位、Ｂ級小松恒俊(柴田展)６

位、Ｌ級大沼清一(柴田農)４位と入賞

し学校対抗で柴田農林高校が２位と好

成績をおさめた。

第l6InIIBl体から少年(iWi校生）と成fド

(一般>に分かれて出場できるようにな

り、少年Ｆ級森健治(柴田展)優勝、Ｉｎ１

Ｂ級小松但俊(柴田農)５位、同Fe級三

浦正達(仙台商)６位、同Ｌ級大沼清一

(柴田農）４位、成年Fe級三宅義信(法

政大)優勝､同Ｌ級桂川学三(法政大)２

位、１１１Ｍ級iWi橋忠鍵(法政大)６位と入

賞し総合５位となった。

昭和37年

第17回国体で成年座級三宅義信(自衛

隊)優勝、同Ｌ級桂川孝三(仙都国際観

光>優勝､同Ｍ級葉坂仁可(早稲、大学）

６位と入賞し総合６位となった。

節91,1余IfiliiH枚総体でＦ級三宅雅行

(大iiTljKilH)５位、Ｂ級三iIIiijE達(仙台

商)５位、Ｆｅ級佐藤和雄(大河原商)４

位、ＬＨ級村田俊照(石巻高)７位と入

賞した。

昭和38年

第８mpI〔北北海jUi選手柵大会を仙台市

でｌｌＩ１(１Ｍした。

第18回I｣４体で成年Fe級三宅義信〈自衛

隊)が優勝しliilM級葉坂仁司(早稲田大

学)が６位に入賞した。

筋10回会[到荷核総体でＦ級大平勝夫

(柴田展）６位、Ｆ級高橋一郎(來北商）

７位、Ｂ級三宅鍵行(大河原iHi)３位、

Fe級商橋一夫(柴１１１農>４位、Ｍ級述麟

嘉博(柴田展）７位と入賞し学校対抗で

柴'１１農林高校が８位となった。

昭和39年

第２代会氏に人平良稔が就任した。

園I1iB

昭和39年、東京オリンピックFe級優勝・三宅麓侶

第18回東京オリンピック大会で三宅義

信(自衛隊)が匪級で優勝した。

第191,1国体で成年Fe級三宅義信(法政

火)優勝､同Ｈ級渡辺昌幸(Ⅱ本j､述)２

位と入賞し総合８位となった。

第１l1ul余[､簡校総体で柴田農林侭i枚が

学校対抗で初優勝した。仙人において

もＦ級高橋一郎(東北高)２位、Ｂ級加

藤殉治郎(柴田農)５位、Ｂ級木川田耕

作(栗原農)６位、Ｆｅ級鈴木信昭(仙台

商>４位、Ｌ級高橋一夫(柴田農)４位、

Ｍ級in１機次夫(柴Ⅲ農）３位と数多くの

入賞者をⅡ{した。

昭和４０年

三宅義信が河北文化賞を受賞した。

第１２回全国高校総体でFe級鈴木信昭

(仙台商)４位、Ｌ級商橋次夫(柴、農）

２位、Ｍ級阿部勝広(東北商)４位、Ｌ

Ｈ級小笠ljii-nlI(柴Ul腱)４位と入賞し

学校対抗で柴田農林満校が４位となっ

た。

昭和41年

第３代会奨に工藤哲夫が就任した。

宮城県体育協会より貸洞英服が功労賞

を受賞した。

輔21mⅡ111体で成年Ｆ級で大平勝夫が優

勝した。

第13回全国高校総体でＦ級佐藤章(栗

原農)３位､ＬＨ級二階堂泰義(仙台商）

５位と入賞した。

昭和42年

第４代会及に佐々木椥徳が就任した。

姉22FTⅡ刊体で成年Fe級三宅義行(法政

大)が２位に入賞した。

第14回全国商校総体でＭ級加茂富夫

(電子高)が４位に入賞した。

昭和43年

宮城県体育協会より佐藤信正が功労賞

を受賞した。

第23回国体で成年Ｂ級高橋一郎(法政

大)３位、１両１Ｍ級間橋次夫(Ｈ体大)６

位、ｌｍＬＨ級菊地隆(法政大)６位と入

賞した。

第15ｍ全国高校総体で柴出農林高校が

４年ぶり２度目の優勝を飾り、個人で

もＦ級大野庄蔵(柴田展)優勝、Ｂ級佐

麟正二(柴田農）４位、圧級加藤明(柴

田展)５位､ＬＨ級佃田立(育英)３位と

入賞した。

昭和44年

第24回国体において総合初優勝を飾

り､少年Ｆ級宍戸幸次(大河原商>２位、

同Ｂ級佐藤正二(柴田農)優勝、1両１Fe級

平間栄(柴、農)優勝､ＩｉｉｌＬ級二瓶昇(柴

、農）６位｣iilM級平llll繁夫(大河原商）

２位､成年Ｌ級iWi橋次犬(I]体大)７位、

何ＬＨ級菊地隆(法政大)２位と数多く

の入賞者を出した。

第16回全国高校総体でＢ級佐藤正二

(柴田農)優勝、Ｂ級遠藤範昭〈柴田農）

７位、匪級平間栄(柴田展)６位Ｍ級平

1m繁夫(人iI1JlIiiilli染)２位と入賞し学校

対抗で柴lⅡ腱林il1i枕が２位となった。

昭和45年

第５代会奨に佐藤信童が就任した。

第25回国体で成年Ｍ級菊地隆(法政大）

が２位に入賞した。

第l7Ioul今回高校総体でＢ級宍戸幸次

(大ihllXiUj）３位、Ｂ級我斐庄三(柴田

農）４位、Ｆｅ級佐蝋古太､11(柴111農）３

位､ＬＨ級今村民雄(柴田農）６位､ＭＨ

級佐々一男(大河原商>５位と入賞し学

校対抗で柴田農林高校が３位となっ

た。

４空



ゴー)８位と入賞した。

第３２回余日高校総体で52kg級吉、真

(柴、農)が４位に入賞した。

昭和61年

1:｢城県体ff協会よりi1i柳!((犬が功労賞

を受賞した。

第４llII11El体で少年60kg級佐藤和夫(宮

城展)４位、lDi167.5kg級緑川昭雄(柴田

農〉８位と入賞した。

第33[u1余脚商校総体で65kg級佐藤和夫

(樹城農)が優勝し学校対抗で南城Ⅲ農

堆iWi枝が５位となった。

第２回全国高校選抜大会で60kg級佐薩

和夫(宮城農)が優勝した。

昭和62年

第４２回国体で少年52kg級小野寺浩電

(気仙i【l水産)８位、liil56kg級遠藤幸雄

(柴IⅡ良）８位､IOil60kg級で佐鯉和夫(宮

城展)が優勝した。

第34111余国高校総体で56kg級遠薩幸雄

(柴田展）３位、６０kg級佐藤和夫(宮城

展)優勝、100kg級111ｍ秀和(宮城農)８

位と入賞した。

第３I1ul余1161商校選抜大会で52kg級小野

寺ｉｌＷｕ(弧(lIIiH水雁)が２位に入賞し

た。

昭和63年

第431回|凶作で成年52kg級佐藤忠一(大

慎靴)が８位に入賞した。

第35回金岡商校総体で52kg級小野寺端

Iu(凱IIIIiH7Mf)３他56kg級佐蝿勝(気

lllliH水１１t）４位と入賞した。

第４１１１|全lnliW１校選抜大会で60kg級小野

寺克文(気1111沼水産）７位、９０kg級街川

孝恵(村田高）７位に入賞し＋100kg級

で佐鵬古輝(柴、農)が優勝した。

平成１年

節16ｍ東北総合体ff大会競技会を村、

町を会｣ﾙにⅡⅢⅡ|した。

jiM41ul同体で成年52kg級小野寺浩ｉｎ

（１１体大)６位､I可60kg級佐膜和夫(日体

大)６位、少年82.5kg級皆川孝意(村田

ｉＷＤ８位、同100kg級佐藤吉輝(柴田農）

７位と入賞した。

第361mI金川illli枕総体で１００kg級佐蝋吉

抑が７位に入賞した。

平成２年

第37回全国高校総合体育大会を村田町

町民体育館を会場に開催した。

第451ｍ阿体で成年60kg級佐藤和夫(日

仲人）４位、少年52kg級三nIi貴公(宮城

展）６位と入質した。

姉37回金川01M校総体で56kg級沿化正広

（宮城展)が７位に入賞した。

第６回全凶高校避抜大会で52kg級三浦

尚公(宮城展)、５６kg級岩佐正広(宮城

農)が優勝し､60kg級板垣誠二(宮城展）

(柴、農)４位、成年90kg級で佐藤光正

(日体大)が優勝した。

昭和53年

節33回同体で少年75kg級鈴木久雄(柴

111腱）２位、皮ｲl:90kg級で佐臓光jl：(１１

仲人)が優勝した。

第25111余[』商校総体で56kg級片桐英雄

(気仙沼水産)３位、67.5kg級志村浩幸

(柴田偶）６位、７５kg級鈴木久雄(柴、

腱）３位と人償いit杖対抗で柴、農林

商校が８位となった。

昭和54年

第34回同体で少年52kg級小笠原鉄夫

(柴、農)６位､同75kg級安彦鞭司郎(柴

田展)６位と入賞した。

第26回会[副商校総体で75kg級安彦義剛

郎(柴111農）３位､90kg級i1iYf賢二(柴１１１

１ｍ）７位と入賞した。

昭和55年

第351''1回体で成年90kg級佐麗光11］(１Ｍ

体協)が優勝、少年56kg級志村瞳(柴、

農）５位､同60kg級佐藤茂和(柴田展)８

位、同90kg級古野闘二(柴H1農）３位と

入賞した。

昭和56年

節36回ＩＨＩ体で少年52kg級渡辺兆拾(柴

H1農)が優勝した。

第28121余IIili１M校総体で56kg級渡辺見治

(柴Ⅲ農)が３位に入徹した。

昭和57年

節９１iilⅡ〔北総合体育大会HIMA会を大inＩ

原Ⅱ].でM111iした。

節37111ⅡE|体で少年56kg級武田一幸(柴

!Ⅱ腿）７位､liil60kg級佐幽隆(窩城農)５

位、n90kg級伝化利雄(来北iWi)５位と

入賞した。

節291血1分lHiliWi枚総体で60kg級化繊隙

(滴城農)が８位に人徹した。

昭和58年

jiy511unl〔化lLilmim+|:公人liH技避乎柵大

会を大ii1ljIilllでⅢⅡ1Mした。

窩城1(1体ff協会より佐々木轡哉が功労

債を受賞した。

節38[2Ⅱ｣ilHEで少ｶﾞﾄﾞ67.5kg級渡辺英一

(柴nIlQ）８位､成jF56kg級Ｉ)､i辺兇ifI(!（

北リコー）８位と兄弟で人徹した。

昭和59年

jiY3911DⅡiil体で成年60kg級渡辺兇治(】〔

北リコー)が８位に入賞した。

第311U１余Ｎ商校総体で52kg級古ｍＰ〔

（柴、偶)が５位に入賞した。

昭和60年

姉５，１〔北,1M等学校避手llii大会を大in１

１%(町でⅢⅡⅡIした。

節６代金1とにioi柳11M犬が就任した。

第40Ｍ回体で少年60kg級i1iHI輿(柴、

農）２位．成年60kg細波辺兇ifi(東北リ

昭和46年

第16回東北北海迫選手楢大会を仙台市

で開催した。

第18回全国iWi核総体でＢ級村上一郎

(柴'11良)優勝、Ｂ級鈴木俊Iﾘl(大injllM

商>５(ｊＬＦｅ級鈴木Ⅲ侭(柴1m農）８位

と入賞し学校対抗で柴H1農林簡校が４

位となった。

昭和47年

第271,11却体で成年Ｍ級菊地随(ＳＴＰ）

２位、ｌ１ｉＩＬＨ級平|Ⅲ繁夫(大商人)８位

と入賞した。

第19回金岡iWi核総体でＦ級伊蝋兇(小

牛、農)６位､Ｂ級村上耕悦(柴、農)３

位と入賞し学校対抗で柴田農林高校が

６位となった。

昭和48年

姉28ｍ国体で成年Ｂ級佐幽爪二(日体

大)６位､ｌ１ｉＩＭ級平Illl繁夫(大商人>２位

と入賞した。

第20回全国高校総体でＭ級鈴木和雄

(大河原商)７位､ＬＨ級佐謹光正(柴田

展>２位､ＭＨ級草川芳弘(大河原商)５

位と入賞した。

昭和49年

第29回同体で少年Ｆ級後鯉ｲii-(栗１１Ｋ

農）７位、lilB級早坂利昭(東北ibi)３

位、iiilFe級佐藤義HIj(塩釜商)８位、同

Ｍ級八木宏(塩釜高）７位、同ＬＨ級佐

藤光正(柴田農)優勝、成年Ｂ級佐藤服

二(jfI田溺教)８位、liilFe級ﾘｉＦ宰次

（淵Hill役所)７位と入徹した。

第２lIiUI余lnIFii枚総体でＢ級jil坂利昭

（來北高)３位、Ｆｅ級佐ＭＩＩ義IlU(堪篭iWi）

８位、ＬＨ級佐藤光正(柴田腱)優勝、

ＭＨ級草川芳弘(大河原商)３位と入賞

した。

昭和50年

jil301iill副体で少年Ｂ級郷家述瓜(柴ⅡＩ

農)が７位に入賞した。

第２２回全国高校総体でFe級内海敏昭

（塩釜高)が８位に入賞した。

昭和51年

第３１２１〕|〔北総合体行大会競技会を大河

Ⅱii町でⅢlⅢiした。

節31IiUⅡ副体で成ｺﾞﾄﾞＭＨ級佐噸光ｌＩｉ(1J

体大)２位、少年Fe級郷家連典(柴lⅡ

農>６位、同Ｌ級平IHI樹夫(111段)８位、

何Ｍ級汁野芳郎(柴、農)６位と入賞し

た。

第23回余mifIi枚総体でFe級郷家迷艮

（柴H1農）５位、Ｍ級1ｏｒ野;好郎(柴'11段〉

２位、ＬＨ級川勤功Ｃｌ〔北iiii）７位と入

賞し学校対抗で柴、農林商校が３位と

なった。

昭和52年

第３２回国体で少年82.5kg級安産勝弘

４ｓ



３位､＋110kg級赤坂克之(宮城農)４位

と入賞した。

平成３年

第11回東北iI1i等学校選手樅大会を名取

Uliの樹城Ⅱ（農業商輔学校を会柵に11ＭＭ

した。

宮城県体育協会より宮崎古と肋が功労

賞を受賞した。

第46回同体で成年52kg級小野寺浩亀

(n体大)３位､同67.5kg級佐藤和夫(日

体大)６位、少年52kg級三浦此公(宮城

腿)優勝JDiI56kg級沿佐正広(宮城腱)２

位、同82.5kgin、忠錠(宮城農)６位と

入賞し総合７位となった。

第38回全国高校総体で52kg級三浦貴公

(宮城農)優勝、５６kg級岩佐正広(宮城

展>優勝、６０kg級板垣誠二(宮城農)３

位、７５kg級菊地雄一(宮城展）８位､８２．

５kg級iHIII忠綻(寓城農）６位、＋100ｋｇ

級赤坂克之２位と営城1M農農業商校坊

が大活蹄をし、学校対抗においても大

量得点をし、堂々の初優勝を飾った。

第７回全国高校選抜大会で52kg級鈴木

和之(宮城展)が優勝し､100kg級大友孝

幸(揃城農)６位、110kg級村上健作(村

田HM）２位と入賞した。

平成４年

第14ｍ東北北海道社会人選手椎大会を

大河原町で開催した。

宮城県体育協会より坂口政史が功労賞

を受賞した。

第251mバルセロナオリンピック大会に

佐蕊和夫(1M体協)が60kg級で出Ⅲし

た。

第47回国体で成年52kg級小野寺浩岨

(11体大)２位､少年52kg級鈴木和之(宮

城展)優勝､同82.5級吉上健作(村田商）

５位と入賞し総合６位となった。

第391m全国iWj杖総体で52kg級鈴木和之

(宮城展)優勝､82.5kg級吉川裕微(宮城

展)４位、100kg級村上随作(村田商)３

位､＋100kg級大友孝幸(宮城展)５位と

入職し学校対抗で宮城県腱業iii核が２

位となった。

第81,余国闘校遮抜大会で59kg級大沼

元継(柴、農)７位､83kg級我斐義光(柴

田展)４位と入賞した。

平成５年

樹城lＩ1体行IHI会よりILI家避が功労漬を

受賞した。

第48回国体で成年64kg級佐噸机犬(１Ｍ

体協)Ｓ優勝、少年59kg級前兄文徳(而

巻高)６位､同91kg級商橋義宣(柴田展）

８位と入賞した。

第４OInl全国商校総体で91kg級簡橋維宣

(柴IⅡ農)が５位に入賞した。

第９１１１１余回iWi校巡被大会で54kg級小川

仁志(村田問)７位､83kg級商檎綻宜(柴

、農）５位、９１kg級阿部忍(南城展）２

位、９９kg級大坪奨(宮城展)５位と入賞

した。

平成６年

第２lIOnIq上総合体fr大会liji技公を大in1

11M日｢でⅢⅡ1Mした。

濟城Ⅲ体育協会より早坂が犬が功労賞

を受賞した。

第491,1国体で成年54kg級鈴木和之(日

体大)４位､同60kg級岩佐iE広(日体大）

７位、lTil64kg級佐概和夫(ｲi巻溺敬)２

位､少年54kg級小励仁志(村IHIfli)優勝、

Ii]83kg級１１M橘維立(柴、農)４位、同９１

kg級阿部忍(宮城展）３位と多数の入賞

者を出し、総合５位となった。

第４１回今回高校総体で54kg級小励仁志

(村、商)優勝、８３kg級高橋義責(柴、

農）３位、９１kg級阿部忍(樹城腱）５位、

＋99kg級大坪奨(官城農〉３位と入賞し

た。

平成７年

第50回１K1体で成年54kg級鈴木側之(Ⅱ

仲人)６位､同59kg級沿佐ｊＩｉ広(Ⅱ体大）

７位、liil64kg級佐鰯和夫(石MSiWi散)４

位、同83kg級商僑毅宜(日体大)６位、

少年76kg級水戸雌(柴田腱)５位と入賞

した。

<現役貝＞

佐脇僧団

青柳照夫

千藁浩＝

佐々木善哉

大沼迫養坂ロ政史

宮崎吉之助山家処

早坂聯失

速閲弼博

鈴木利夫相沢清勝

店橋一夫

小畑陽一郎我妻啓志

須田賢一曲田正幸

太田正＝佐麗正二

小島明避佐砠吉太郎

塚目利寓雄

加配勇治郎目凧敏明

石井出一高梱好夫

若生宜治二階堂泰軽

加賀剛佐函光正

山田稔成沢厚

吉野賢二板梱正忠

佐園忠一渡辺晃治

佐駆騒追藤洋一

渡辺英一二階堂守虫

稲村清一我婁潔

名鉾会奨

参グ・

MII川

会健

iiリ会及

ＲＭＪⅢ災

HIlj理rIH&

戦勝川奨

常任理螂

班理

１１$塵
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動秋田県
歴代会長

初代栗山蔵之助（昭和31年～）

第２代佐繭育秀（昭和37年一）
事務局〒O１０秋田県秋田市茨島6-20-15

桜庭喜七郎TELO185-23-2321

昭和39年

〕l[北･北海巡避手樅大会総合催1MＭM1人

で５名が優勝した。

第１９回国体でiii１校が初の優勝、総什２

位。個人で４名が優勝、1名が３位に

人徹した。今II1ib5校総体２機が優勝、

１名が３位に人燃した。今n本遇乎柵

大会Ｆ級内川賢一、Ｂ級一ノＩＩＵ史､11が

優勝、一ノIlIl史郎が〕Ｉ〔〕i(オリンピック

代表に決定。来京オリンピック大会で

一ノ関史ＢＩｌが３位銅メダルを獲11ﾄ、初

の日のｊＬを束〕ｋ渋谷公会堂にあげた。

昭和40年

節２回全Ⅱ本社会人人公を本1M大航ili

腿体ff航でIMIliし、今[iilより職｣蝋対抗

戦が採り入れられ､本1M･ＩＩＬ庁チームが

７位に入賞した。全11本遮乎楢大会Ｂ

級一ノ間史郎、Ｍ級鰯11iii而秋が優勝し

た。全国商校総体で1位１名、２位１

名が入賞｡１１上界避手柵大会イラン･テヘ

ランiIiで１１１ⅡⅢ、Ⅱ本ウエイトリフティ

ング避手団の副団此として佐蝉fi秀、

コーチに(故)小lIl淋三、選手にＢ級一

ノ間史郎､Ｍ級藤原商秋が派近された。

第20回脚体で総合４位に入賞、個人で

ｌ禍が優勝、１名が２位に人徹した。

昭和41年

金Ｕ本社会人大会Ｂ級口川賢-.1位、

Ｆ級一ノ関史郎２位に入賞。

全国溺校総体で､１体で大館南間校定IIiF

制チームが２位に入償、1111人で２橘が

３位に入賞した｡東北･北海j､選手柵大

会で初の完全優勝をした。個人で７人

が優勝した｡会及佐顧育秀がDIuL･北海

in協会企及に就任した。

第２lInll1K1体で念馴の天且杯初優勝に蝿

いた｡個人で３名が優勝、２位が３調、

３位が５名の好成績を収めた。

昭和42年

第４１側I今Ⅲ本社会人大会１Ｍ融チームが

轍ﾑﾙﾉﾋｨ枕1収で11A優勝し、個人で３名が

優勝した。全I刊商枚総体で人航I櫛Nii校

定時制が総合優勝をした。個人では４

名が２位入賞、１禍が３位に入った。

全日本避手術大会でＢ級一ノ１N史郎、

を飾った。

昭和35年

第20回全日本選手椎大会兼ローマ・オ

リンピック出鵬選手簸終予選会をⅢＩｌＩｉ

した(昭和町･羽城'１１学校体育館にて)。

輔711,1分国商校総体、短大附屈刑校が

団体で地優勝した。節15回熊本国体で

初の団体６位入賞をした。

昭和36年

第16回国民体育大会を本県で開催し、

団体４位入償をした。東京オリンピッ

ク候補避乎として、紙屈１W、一ノ間史

郎、佐々木次ﾘ)が週ばれる。第８回全

国耐校総体で粒大附１円[lilIi杖が秋ｎｌｌＩＷｊ

の団体優勝をし、個人でＦ級一ノ111l史

郎が優勝した。

昭和37年

第９に】全El商校総体で短大附腿商校が

２年迎統団体優勝を果たし、個人Ｍ級

蕊原揃秋、ＬＨ級桜座脚七郎ともに優

勝をした。粟111漣之助会焚が７）129,

逝去、日本WLMl会から功織賞並に特

級審判章を剛られ、１Ｎ体育協会からス

ポーツ功労賞が追瑚された。第２代会

長佐蔵育秀(県議会議員)が就任する。

節17回国体縫合第３位、個人一般、一

ノ閲史郎ジュニア１１t界新112録で優勝、

Ｆ級臼川賢一２位(大会新)。獅校、Ｍ

級藻原in『秋弼校新、ＬＨ級桜墜撫七郎

が優勝。白川賢一本協会初の海外逮征

選手としてアジア大会に出場、アジア

問題のため中止となる。1962年世界選

手柵大会代我として､コーチに小林努、

避手一ノ関実がFe級にＩＭＩした。

昭和38年

モスクワ市長杯大会、Ｂ級一ノ関史郎

が２位に入賞した。東京オリンピック

選手強化コーチに小林努が就任した。

第１回全日本社会人大会、Ｆ級白川賢

一、Ｂ級紙屋榔が優勝、全国商校総体

で１禍が優勝、１名が２位に人衡。

来京国際スポーツ大会蛾全日本避手樅

大会Ｆ級白川賢一日本新紀録で優勝。

第18回国体総合２位･個人Ｆ級白川賢

一、Ｂ級一ノ関史郎が各優勝した。

<沿革＞

協会創立以前

６年後(昭和36年)に秋田国体をひか

えた昭和30年２月に県教育委員会のお

付折りによりロ本ウエイトリフティン

グ協会ＩＨＩ会焚のﾂﾄ、幸ﾘ)氏を招き、ウ

エイトリフティング競技が紹介され

た。

協会創立に至る経緯

昭和31年５月日本ウエイトリフティ

ング協会審判部鍵の逮函滝軌氏(秋田

県出身)を踊師に招き鋼留金を111111Mし、

当時の受鋼者が中心となって協会の組

織作りに努力し、初代会長に栗山蔵之

助(県議会議貝)を迎えて正式に県協会

を設立(昭和31年５月29Ｈ）した。

〈年次別概況＞

昭和30年

翻習会INI催(秋田工業商校)。謝師日本

ＷＬ協会副会奨井口幸男氏。

昭和31年

県WLMl会設立｡初代会奨栗山蔵之助、

理事錐に(故)杉山僚一就任｡審判･技術

鋼習会IIIIlil、踊師日本ＷＬ協会逆蝋施

軌氏。第１回秋田県選手梱大会を''１１１１Ｍ

した。

昭和32年

支部協会として秋田市ＷＬ協会、能代

市ＷＬ協会が設立した。東北ウエイト

リフティング協会設立、本県の会長が

東北協会民となる。全国ibi核選手楢で

初の入賞者を２名だした。

昭和33年

秋田･背森県対抗大会開催する｡第５回

全国高校大会を開催、全国初めての競

技用演技台を完備（８米四方の鉄骨組

立式のもの）し、３名の入賞者という成

果を得ることができた。

昭和34年

第６回全国間核総体で短大附属高校が

団体６位に入賞、個人で３位に１名が

入賞した。第４回東北大会で総合優勝
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Ｆ級斉藤久治郎が優勝した｡東北･北海

道選手権大会で総合優勝をし、個人で

６名が優勝､第２２回国体で総合優勝(２

迎珊)、個人で２名の優勝、２位５名、

３位３橘が入賞した。

昭和43年

第12回秋田県選手椎大会をＮＨＫの依

頼により実況放映した。

全国高校総体で１名優勝、２満２位、

１格３位に入賞した。全ロ本選手楠大

会で３名が優勝した｡東北･北海迫選手

樅大会で総合５巡勝をした。ＩＭＩ人で５

名が優勝した。

メキシコ･オリンピックに会茂佐藤育

秀がJOC視察貝として派週された。－

ノ関史郎がＢ級５位入賞した。

第23回同体で高校･一般とも優勝し､完

全優勝(３迷覇>･’１M人で３名優勝、２

位３名、３位３名が入賞。

昭和44年

日本ウエイトリフティング協会の依頼

で、第29回全日本選手権大会(兼)第１

回日ソ親善大会を開催。日本選手団長

に佐藤育秀会奨があたり、監督に(故）

小川巡三が指抑をとる。Ｂ級小野弘が

優勝､Ｆ級斉蝋久治郎が２位､ＭＨ級後

蕊奨三郎が３位に入賞した。全岡商校

総体で金足農業高校が３位入賞、個人

Ｍ級斉藤喜美雄優勝、２位に２名が入

賞した。

世界選手梱大会にＢ級小野弘が出場、

３位に入賞した。

第24回国体で総合３位に入賞し、個人

で１名が優勝、２位３名が入賞した。

昭和45年

日韓親善大会でＦ級斉藤久治郎が優

勝､Ｂ級小野弘が３位に入賞した。

分日本選手樅大会で２名が優勝した。

全mini核総体でＭ級笹本陸悦が優勝、

２位１名が入賞した。１１t界巡乎椛大会

出場の小野弘が５位に入賞した。

第25回国体で一般チームが優勝し、総

合２位に入賞した。

昭和46年

全国商校総体で金足農業iHi杖が総合３

位に入賞し、個人でＭ級夏ｿ|:文弘が優

勝。東北･北海ii[選手梅大会で商校･一

般とも優勝し、完全優勝。個人で７名

が優勝した｡第26回国体で高校優勝･一

般２位、天皇杯４度目の優勝をした。

181人で２名が優勝、２名２位、４名３

位に入賞した。

昭和47年

全日本逆手柚大会でＢ級小野弘が優

勝､F級斉騨久治郎が2位に入賞し、

両選手がミュンヘン･オリンピックロ

本代表に選ばれ、佐藤fii秀会長がJOC

視察貝として派遣され

た。Ｆ級斉藤13位、Ｂ

級小野７位となった。

全国商校総体で金足農

業i冊校が川体優勝し、

1M人Ｌ級嵯蛾光りl、Ｂ

級椎名彦1Wが優勝、２

位に１名が入賞した。

東北･北海道選手権大

会で高校･一般とも優

勝し完全優勝、個人で

８橘が優勝した。

第27回四体で問校優

勝･一般２位､天皇杯優

勝(２連覇､５度目の優

勝)。

個人では４名が優勝、

２位２名、３位１名が

入賞した。

昭和48年

全国高校総体化１人でＬ

Ｈ級戸松実が優勝し

た。

東北選手柿大会高校２

位、一般優勝、総合で

３迎勝する。個人で４

名が優勝。

第281m国体で総合優勝

第24回国体、Ｆ級斉脇久治郎ジャーク125kgの日本新妃録

を東京･鹿児島と分けあった（３連覇、

６度目の優勝>・個人で１名優勝、２位

１格、３位２名が入賞した。

昭和49年

分l』iili核総体で金足農業iiYi枚が１１１１体２

度目の優勝をした。個人ではＭ級小松

敏雄が優勝、３位２名が入賞した。

東北体育協会が大会迎営の変更をし組

織的大会とする。第１回東北総合体育

大会団体優勝、個人４名が優勝した。

余日本社会人大会実業団で角繋チーム

が地優勝、社会人チーム山ギリエクラプ

が準優勝した．

第29回国体で総合優勝(４連覇､７度目

の優勝)。個人で１名優勝、２位３名、

３位３名が入賞した。

昭和50年

余ＥＭＩ枝総体でＦ級村lMIimi、Ｆｅ級椎名

千代実が優勝、１橘３位に入賞した。

第２回東北総合体育大会で剛体２連勝

した。個人６名が優勝、２位４名、３

位１名が入賞した。

第30回国体で総合５位に入賞、個人で

２位３名が入賞した。

昭和51年

金岡同校総体でＦ級近麟兼広３位入賞

した。

第３ロ東北総合体育大会で団体３連勝

した。個人６名が優勝、２位４名が入

質した。

第31ｍ国体総合６位に入賞、個人で１

名優勝、２位１打、３位１名が入賞し

た。

昭和52年

全国高校総体で75kg級畠山広栄が優勝

した。

第４回東北総合体育大会個人で３名優

勝、６名が２位、３名が３位に入賞し

た。

第３２回同体で２位１名、３位２柑が入

賞した。

昭和53年

全国高校総体で５位－８位まで３名が

入賞した。

第５回東北総合体育大会で個人３名優

勝、５輯が２位、２名が３位に入賞し

た。

第33回凶体で１位１名、２位４名、と

５名が８位内に入賞した。総合７位と

なる。

全ロ本社会人選手権大会で75kg級夏井

武英が２位に入賞した。

昭和54年

全Ⅱ本逆手樅大会で56kg級椎名彦11Wが

３位入賞した。

全国高校総体の団体総合で大館南商校

が５位に入賞、個人で675kg級墹子工

が２位に入賞した。

４６



全国高校総体で佃人90kg級商橋lU1か総

合２位に入賞した。

第l5IIIl東北総合体行人公で１M人６打が

優勝、４機が２位、１渦が３位に人償。

川体総合は２位。

第43111Ⅱ１１体総合i1Mi58点でⅡ11位11他

個人では２位が１梢、３位３欄が人撤

した。

平成元年

第９回！〔北商校選手椎大会で個人３欄

が優勝、２名が２位、１名が３位に入

賞した。

会|剛iHi枕総体で仙人67.5kg級渡部卵1が

２位に入賞した。

第16回東北総合体育大会で団体総合優

勝し、個人で８名が優勝、４名が２位、

２名が３位に入賞した。

第441,11,1体総合得点50点でIUi位13位、

１１M人では２位が２潴、３位が１椚人徹

した。

平成２年

第10回東北高校選手権大会で１１１体総合

で秋田工業高校が優勝した。個人で５

糊が優勝、１打が２位、１欄が３位に

人徹した。

全国illi枚総体で100kg級人鴫?､iAが優勝

した。日韓ユース大会に11本代炎とし

て出場した。

第17回東北総合体育大会で団体総合２

連勝し、個人で８名が優勝、３名が２

位、３狢が３位に入賞した。

姉45回[刊体総合１１ﾄ点75点でⅢi位５位に

入賞し、ＩＭＩ人で優勝２橘、２位がl料、

３位が２名、全貝入賞した。

全日本社会人で２位１渦、３位ｌｆｌ、

実業団で１名が優勝｡マスターズ110ｋｇ

級下坂義昭がT305kgで優勝､このMd鰍

を世界マスターズ事務局へｌｌｌｉＩＩしたと

ころ、この陪級での世界新il‘鯨と遡定

される。

平成３年

第17lmIジュニア世界選手柵大会の11本

代表として渡部端が出場した。

第１lInl東北商校選手椎大会で1161人１橘

が優勝、２名が２位、lfiが３位に入

賞した。

全国商校総体で{[１１１人＋110kg級化蝉秀

志が優勝した。

第18回東北総合体育大会で団体総合２

位、個人で４名が優勝、５名が３位に

入賞した。

第461,ｌｘ１体総合11卜点51点、lUj化13位と

なり、個人で２位１柵、３位１名が入

賞した。

全１１本社会人で１名が優勝、災斑IJIで

２名が優勝した。

平成４年

第10,束北総合体育大会で団体総合２

連勝し、個人で６機が優勝、８密が２

位、１名が３位に入賞した。

節38111Ⅱn体で団体総合優勝(8)瞳ロ)を

し、個人で１名が優勝、３名が２位、

２名が３位、１潴が６位に入賞し、優

勝祝賀会を秋miIi内ホテルおいて１１１１(Hf

した。

昭和59年

第４１m東北商校選手柵大会で個人３名

が優勝、１名が２位、２名が３位に入

賞した。

全１，１商校総体で52kg級安IⅡ忠、５６kg級

工藤昭二がそれぞれ２位に入職。

第11回東北総合体TCf大会で|制作総合３

連勝し、個人で３名が優勝、６名が２

位、３名が３位に人徹した。

節39[II1Iml体でN１体総合２位に入質し

個人で２名が優勝、１欄が２位、ｌ禍

が３位に入賞した。

昭和60年

第５回東北高校選手梅大会で個人３名

が優勝、１名が２位、１潴が３位に入

賞した。

全|副ＩＨＩ核総体で２偶が３位に人`ii【し

た。

第l21Ql来北総合体fT大会で'１１体総合４

連勝し、個人で６斜が優勝、６fiが２

位、３名が３位に入賞した。

第40回[玉Ⅱ１kで{１M人２橘が３位に入賞し

た。

本協全iiII立301iHfILilu念式典及び祝測会

のIlllIuと301MｺﾞﾄﾞiIC念越の苑fI1をした。

昭和61年

第６回東北高校避乎柵大会で仙人1名

が優勝、２名が２位、１名が３位に入

賞した。

全国商校総体IiM人で、６０kg級佐々本職

が２位に人償した。

第13回東北総介体育大会で111体総合５

迎勝し、個人で２名が優勝、９名が２

位、３名が３位に入賞した。

第41何回体で個人１塒が３位入賞し

た。

昭和82年

第７ﾛ東北iWj校巡下Ni大会ﾛ１体で横手

工業問校が節２位に、川人で１名が２

位に入賞した。

第14回東北総合体f『大会で団体総合６

連勝し、個人で５橘が優勝、６禍が２

位、５料が３位に入賞した。

第42回１１１体で個人１名が３位に入賞し

た。

昭和63年

第８回東北高校選手１１h大会で個人３名

が優勝、１名が２位、２調が３位に入

賞した。

第６１コ東北総合体育大会で７名が優

勝、４名が２位、１名が３位に入賞。

第341,Ⅱ珂体で２位２満、３位１名が入

賞した。

分11本社会人逸子llfl大会で56kg級椎鴇

彦1W､110kg級下坂縦昭がそれぞれ２位

に入賞した。

昭和55年

全国illi桟総体の団体総合で秋経大付屈

揃校が５位に人燃し、１１６１人で52kg級古

家守が優勝。６０kg級仏梓川栄in、７５ｋｇ

級後jiiijWI雑がそれぞれ３位に入賞し

た。

第７回東北総合体育大会で団体優勝

し、個人で５名が優勝、６名２位、１

名が３位に入賞した。

第35回同体団体総合で２位に入賞し、

個人で１名が優勝、２名が２位、２名

が３位に入債したなど全11人貸した。

昭和56年

本年度より〕I〔北高輔学校選手権大会が

鮒(1Mされることとなり第lIul大会が行

われ、３名が優勝、２名が２位、１名

が３位に人徹した。

会Ｉ玉liWi枕総体で個人67.5kg級h1IlI広栄

が２位、７５kg級斎幽鋤が３位に入賞し

た。

第８１hｌｘ北総合体育大会で１M人５名が

優勝、６名が２位、５名が３位に入賞。

第361,1却体で団体６位に入賞、個人で

２位に２名、３位に３墹入賞した。

昭和57年

役、改避により、ⅡⅢ会1tに戸H1忠･小林

努が、理４Mtに加賀谷悦郎、副理1$腿

に佐麗義樹が就任した。

第２ﾛ東北商校避手掘大会で団体総合

優勝に経法大附風廠校が。個人で３名

が優勝、ｌｆＷ２付に、２潴が３位に

入賞した。

金川iiii核総体で個人、５６kg級佐藤満、

７５kg級三iii光治がそれぞれ３位に入賞

した。

第９IiUlJIqb総合体fi大会で団体総合優

勝をし、個人で５名が優勝、７名が２

位、２名が３位に入賞。

節37回同体団体総介５位に入償、１ｆｌ

が２位、２満が３位に、その他の避乎

も全n人徹。

１１月23日に本協会会炎が就任20年を迎

え、201Ｈ１年妃念祝賀会を秋田市内ホテ

ルにてIlHIIliした。

昭和58年

第３１m]東北商校避乎柵大会で仙人２禍

が優勝、５名が２位、２禍が３位に入

賞した。

全国商校総体で三浦光治が優勝、佐々

木司が２位に入賞した。

４７



ジュニア･アジア選手樋大会の日本代

友として塚本戦巡が出場した。

姉l2InDlq上iWi枝選手柵大会で個人１名

が優勝．２名が２位、４名が３位に入

徹した。

全1ｺ商校総体で90kg級ＳでlⅡ川智宏が

３位に入賞した。

第19回東北総合体育大会で団体総合２

位、個人で５名が優勝、３名が２位、

３名が３位に入賞した。

節47IilⅡ蘭1体総合側点62点、lUi位６位に

人償し、１M人で優勝１名、２位１名、

３位１密で、令乢入徽した。

本協会促就ff301H年を迎え、３０周年記

念祝賀会を秋田市内ホテルで開催し

た。

全ｎ本災業団で２禍が２位に入賞し、

マスターズで１名が優勝した。

平成５年

堪本城辿(法大)が日本代表としてブル

ガリア強化合宿に派遮される。

第13回東北高校遮手Mi大会で個人２名

が３位に入賞した。

節2011,1東北総合体秤大会で団体総合２

位、１M人で３禍が優勝、３名が２位、

４名が３位に入賞した。

節48回1H1体総合11｝点58点、順位９位。

{161人で70kg級渡部靖がＳで日本新記録

で優勝、１名が２位、全員入賞した。

金日本社会人で個人１名が３位、実業

Ⅲ１楢が２位に入賞した。

平成６年

余[』女子巡乎柵(蛾)アジア大会代我岐

終避考会で54kg級佐蕊ひろみが優勝し

た。

第14回東北高校選手術大会で個人３名

が２位、２名が２位に入賞した。

第211,1〕I〔北総合体育大会で団体総合で

優勝し、ＩＭＩ人で６名が優勝、４名が２

位、３名が３位に入賞した。

広Rbアジア大会女子54kg級で佐藤ひろ

みが７位となる。

節49回ＩＨＩ体総合得点56点、順位９位で

rliiW￣￣…

佐伍全長壁佳羽田年肥念祝賀会

個人２名が３位入賞し、全只入償をし

た。

全ｎ本実業団で個人1名が優勝した。

平成７年

第l51ql〕1〔北商校避手柵大会で仙人２洞

が優勝、２名が３位に人11tした。

全IJI商校総体で＋108kg級鈴木忍が優

勝、１打が３位に入賞した。

第２２回東北総合体育大会で団体総合２

位に入賞、１８１人で４橘が優勝、３名が

２位、２名が３位に人償した。

節5011】Ⅱ11体総合i1}点57点、lUi位10位で

個人59kg級塚本戦巡がＪ優勝、１機が

２位になり、全図人償を４ｲﾄﾞ巡統とし

た。

本協会611立40周年記念式典･祝賀会を

秋田市内ホテルで1IIlIll【した｡｢10年1111の

あゆみと栄光」（昭和60年～平成６年）

を発刊した。

〈現役員＞

佐麗育秀

戸田忠小林努

加賀谷悦郎

桜庭恵七郎佐iii縫樹

小野皮道洩利悦義

熊谷真一郎武石、２－

榎昭二郎白川賢一

夏井武英斉麗久治郎

加賀展俊悦エ閲聡

菅原雅博

小田唱洞高大泉源

下坂饗昭赤坂稔

斉運博史一間武彦

佐々木清亮椎名彦晴

佐画喜八郎政川秀男

柏木稔竃＝沢睦夫

後麗長＝即浪岡勉

小林孝志加賀谷富男

後､日長雄吉川男

佐麗淌治榎斉

一／閲史郎

会長

副会長

理那奨

M1型Ui災

常任理91F

１１$理

監 事
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M▲山形県
歴代会長

初代筆山

第２代吉村

輔３代鹿野

親義（昭和30年～）

和夫（昭和48年～）

道彦（昭和55年～）
事務局〒997-03山形111束田川郡羽風町大字手向字麗師寺198羽IHI高等学校内

通樋無紋0235-62-2105

111形県高体迎理ｲﾄ会において、専門部

として承型され、商体速に加盟する。

昭和43年

Ｕ本ウエイトリフティング協会公認２

級審判を武川が取得。

第1311'pIqL･北海１１ウエイトリフティ

ング避乎樅大会を柵致し、勉岡IIiで１１１１

１１１１．

全国商校総体(広島)に、山形県から川

村(鶴西)初出場。

昭和44年

金EiliIIi枚総体(群』5)で､111形県初入賞。

齋噸蹄がＢ級姉３位。

1M外コーチに三木功Jil氏(世界iI己鰍保

侍蒋)を拙く゜本格的･専門的トレーニ

ングが開始される。

昭和45年

全国商校総体(和歌山)において、山形

lR初の１１１体入賞(康展団体４位)。

昭和48年

全FiliWi杖総体(福島)において、Ｂ級齋

灘jH初の個人優勝。

昭和49年

筋９回日斡親諜大会に齋藤川場。山形

111初の海外遠征。

昭和50年

金n本巡手柵(千蕊)Ｆｅ級齋旗優勝。111

形1M初の全11本優勝。

国体(三正)で、少年の部総合第３位入

賞。少年の部、Ｂ級我孫子２位．Ｌ級佐

灘３位.Ｍ級小野寺５位。

昭和51年

全国ilW核総体(長野)において、羽黒工

業商校N1体優勝。

モントリオール･オリンピックに本ｌＨ

よりＦｅ級に齋藤隆出場（４位)。

国体(佐賀)少年の部第５位入賞。

日本ウエイトリフティング協会公認１

級審判合格(松浦･田中･岡田)。

昭和53年

剛岡iIiにおいて､会同ibi枚総体を111111M．

90kg級安藤はじめ６つの入賞。

国体(佳野)少年の部で第３他人賞。５６

kg級難波４位、６０kg級安野８位、６７．５

kg級佐々木優勝。

<沿革＞ <年次別概況＞

昭和31年

鋪１回山形大学･慶応大学Ⅲfit挙げ定

期戦をⅢ１１M(Ⅱ1体育館)する。その後、

束〕i(と111形で変JIIMImとなる。

松iIIi避乎、111初の100kg成功。

昭和31年

第１１回国体(兵hWIlL)に111形IIL初参力Ⅱ。

監粁･佐蕊如冊、Ｆ級宮本俊夫の２名。

昭和32年

山形Ⅲ爪lit総げ協会発足ilu念･メルボ

ルンオリンピック爪nt挙げ逆手lWM

iIP、jIUk挙げ賎技発爽会を1111,1。（山形

市役所鋼厳）

第81,111形県民体育大会に砿、挙げ競

技が初参加。全階級に18名の選手が参

加し、初の|剛体予避となる。

卵12回lJil体(Milldl)において、』iq川Ｆ級

節３位と、１Ｍ勢初の入賞となる。

昭和33年

大山iWi等学校、松iii赴任により、ｉｌｌｉ杖

の敢阯挙げが１１N始する。

鋪13回国体(浦111)において、山形｣M協

会初のフルエントリーIBA』。

昭和34年

節10回1M民体育大会に、初の商校生が

ＩＭＩ・

節l4IiⅢZ１体０１〔ji1i)に、111形大学に独占

されていた避手に高橋(向営)が出塒。

昭和35年

節11,111民体育大会にiWi杖の部が１１１１枚

され､大山測校７名･典澱iIrini桟から】

名のiWi校生がllWl･

昭和38年

剛同iIiで節luIlI形県ウエイトリフテ

ィング選手椎大会をIlIlMi･

昭和37年

東北･北海巡地lXH本ウエイトリフテ

ィング協会公⑫将判l#Ｗ会がIIII催さ

れ、本Ⅱ!より５禍の公遡３級瀞判が承

廻される。（11;農･羽４１.醜Wi･米兀）

昭和41年

第２１回国体(大分)で、Ｂ級猪狩が県新

紀鰍で鰍３位入賞。

銘会創立以前

昭和26年10月、ウエイトリフティン

グの経験のある佐蕊Allﾘ)･m1I多蒋ﾘ）

が、福勘1Mから111形大学に入り、部ilI1

jZを発愈して伊蕊英雄･菊地俊次とと

もに準備にはいる。

当時は、正式なバーベルがなく、手

頃な大石やコンクリートを固めたバー

ベル状のものを作成し、練習をIlII始し

た。

その頃は、梱IHblRが毎年余lm制剛す

る時勢であり、ｌｍＨｂを除く束北谷111に

は協会がなかった。

昭和29年、神町のアメリカ噸キャン

プに、渡辺という二世の耶屈が居り、

ハワイ製のヘルスパーベルを所有して

おり、これを借用して鈎型を取り、初

めてパーベルらしきものができあがっ

たのである。

この10月、山形1Kにおいてバーベル

を購入した事実を知り、Ⅲ陸上競技場

倉庫の片隅から梱包も解かぬままのバ

ーベルを発見した。山形県に正式のバ

ーベルがお目見えし、本格的に練習を

1111姉した。

協会創立に至る経純

昭和29年、山形大学学友会体育学部

にⅢ最挙げ部の創立が蝿められる゜１１

月、山形大学文理学部iMIl党において、

lq下初の公ｌＩＨⅢ賦駿げ競技会をｌｌＩＩＭす

る。

その後､111形大学農学部･工学部と相

次ぎ部が誕生した。これが庄内農業商

校、米沢工業高校の部創設の起因とな

る。

昭和30年山形大学爪、挙げ部が中心

となり､UWIII親綻会奨(IBU知EII)･佐蝋〕l［

二郎理ﾕﾘ↓民(紅谷社長)･柴崎峰-,111$

務局良(山犬)で体制ができたこの年、

日本ウエイトリフティング協会･'11形

県体育協会に加盟した。
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昭和54年

[到体(宮崎>少年の部優勝。５２kg級柵沢

２位、６０kg級難波優勝、９０kg級小野寺

３位人賞。

Ⅱ蝉ユース大会で60kg級雌波優勝。

昭和57年

第47回国体を羽撫日JでIMHRすることが

決定。

昭和58年

国体(群`聯で成年の部優勝、総合第2

11k．

羽Ⅲ'１０学校ﾘl子の部でウエイトトレー

ニング教窓を１１ＭM．

昭和59年

国体(奈良)で、成年の部第２位、総合

第６位。

羽黒町において、ウエイトリフティン

グスポーツ少年IMIが蝿ぬられる。

ロサンゼルス･オリンピックに､60kg級

我孫子蕪(第４位)、佐々木保唖(第６

位)選手出掛。

昭和60年

国体(鳥取)で成年の部第５位、総合第

７位。

昭和61年

国体(ⅡI梨)で成年の部鯏３位、総合節

６位。

羽熱中学校にウエイトリフティング部

謹生。

昭和62年

第１１，１余'11811学生大会(埼二li)に羽1M中

学より５締IIMlo

l劃体(i1I1iIU)で成年の部jiY3位、総合節

５位。

昭和63年

第１回全国中学生大会(埼玉)に羽黒１１１

学より５名出場。４４kg級山口、７２kg級

齋藤が優勝。

ソウル･オリンピックに67.5kg級佐々

木がＩＩｌｊ』。

平成２年

東北総合体育大会を羽黒町で開(１M．

平成３年

鰯３回全国１１１学生大会をjljlMl町でＩＭ

Ｉ脱

会Ｈ本社会人大会を羽狐町でⅢⅡ1M．

平成４年

第47回囚民体育大会を羽黒町で1111(1M．

平成８年

第23回東北総合体育大会を羽鯏町でＭＩ

Ｉ１M。

ロサンゼルス・オリンピックで60k8級４位入貸した我孫子魚のＳ（昭58年）

鯛47回国体、山形県遡手団（平成４年）

<現役員＞

鹿野過彦

田中随＝

岡田＝郎

闘脇随佐胆公司

原田秀明長谷部徹

小南保、石黒皿弥

菅井馨侭宮樫嘉文

会及

MII会R

H11UlI1t

JW191f
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○福島県
歴代会長

初代額面

第２代額賀

第３代藤田

輔４代飯高

賊
任
夫
由
勝
延

(昭和23年～）

(I昭和39年～）

(昭和59年一）

(IIr州I63fIi～）
事務局〒270招島県いわき市平字梅本２１いわき市田会事務局内

鈴木庄埒TELO246-22-7536

から什級１欄の川塒枠となる。このた

め、〕I〔北jltliU上挙協会がiiIl立されて｢避

会が1IIIllMされることとなり、第111i]束

北爪lnt拳選手樅大会が７Ⅱ18Ⅱ仙台iIi

レジャーセンターでiiわれ、総合優勝

と４樹の避手が(1)｣９１mをＩ世１１ﾄした。そ

の４名がよく秤戦し、Ｂ･Fe級優勝、

Ｆ･Ｍ級第２化となり､Iljぴ総合優勝の

座に返り咲くことができた。

また、この年には、第２IiU]アジア競技

大会(マニラTIi)に本111から(I鳥博雅が

Fe級に日本代表避乎として出期した。

さらに、lik近iiii校乍の巡出が会同的に

Ⅱ党し<なってきたことから、jnliI[》勝

の将来を秒え、これらiiii佼樅の澗珊に

期待するところ火であり、会'五Ｍi枚大

会の必要性について理耶会に提案し、

幾多の拠鎗はあったが、この平分日本

避乎柵のIllIl11i地徳IibIRの賛怠課を11卜て

全[IliHi校迦乎梱の''１時Ⅲ１１鵬が決定され

た。

昭和30年

新たに福島Ⅲ商神学校総合体育大会が

廷生し、亜仕挙も全国満校避乎Iliiの子

避としてIlIIlIIiされることとなった。

下lMliIiにおいて111Ⅱ111された苑２回全l刊

商校避手術入会では、平工業iii杖と瀦

城Hli桟が共に優勝を目折して剛を争

い、わずかの雑で平工業iiIi枕が初の総

合優勝を飾った。

また、第10m国体では、総合第３位の

成績であった。

この年には､メルボルン･オリンピック

大会の予選会が行われ、本II1lIlI係では

７桝が険M1避手としてⅡ本協会から発

表され、険柵舌の大半を出した紬Lbjlt

肚挙の存在が－屑注Hされることとな

った。

昭和31年

節３１n1会Ij１両校避fIli大会をIlIlHblMwIK

TIi公金厳でIlllliiし、地元の嚇城商校が

総合優勝を飾った。また、ｌＯｉｌ会｣&にお

いて､リIき線きメルボルン･オリンピッ

ク第３次二r避会を側11Mし、全IKlのｲi欄

逆手が一同に染い熱城を展1Wした。

いわれた若木竹丸を平I1i公金常に抓

さ、、肚挙の妙味と其髄を実減するこ

とによって、選手たちを驚嘆させ、－

牌の興味を深めていった。

昭和24年

第l1UI1IFMb鵬jlUit挙避手Ilii大会をjlz地

区警察署武幽殿においてIMI附した。ま

た、第２ImI1Iii勵県総合体育大会で皿趾

挙競技が正式弧目として決定された。

さらに、第４回国体において、Ｆ級の

優勝を含む総合第２位の成績を収め、

出場２年IEIにして本隈スポーツ界はも

とより全IEIに禍HblWIi)it紫の戚ﾌﾞjを示

すことができた。

昭和25年

簡校生の選手強化に爪点が向けられる

ようになり、ジュニア大会の必要性に

鑑み、IAl郷市浅野記念館で第１回ジュ

ニア避乎梱大会を'''１１１Mし、新人避手の

窓欲の商柵を閃った゜

昭和26年

ハワイチームの日本遠征があり、第１

回日米親善iltIIt拳大会を福崎県平市公

会堂にてＭＩＩ伍した。日本鹸初の国際試

合として日本ＴＩi趾挙界はもとより、佃

島iIuit挙界にとって鍼に潅袋深い大会

であった。当時、米国避手歓迎の人波

は、平駅Iiii広墹を埋め尽し、街にあふ

れるCIO、両国選手のパレードが行われ

た。本大会に福島県からＢ級に神谷公

夫が出場し、高校生ながらも日本新記

録を樹立した。

第６回'11体において総合第２位の成繍

を収めた。

昭和27年

協会創立以米５年、第７回国民体育大

会を細局県平市公会堂にて開催した。

個人ではＢ･Fe級優勝、Ｆ･Ｌ級が第２

位、ＬＨ級が第３位となり緯合初優勝

を飾った。

昭和28年

第８回同体総合節２位。

昭和29年

第９回国体は北海迦での開催となり、

出場選手数が制限され、東北ブロック

<沿革＞

協会創立以前

亜量挙競技が本県で始められたのは

戦後の混乱した昭和23年である｡当時、

初代会奨額賀戦(医師)が、早くから医

学の立鳴より筋ﾌﾞJ養成について関心を

待ち、さらには、職後の荒廃した世相

において如何にして純其な青少年を育

成すべきかを考え、スポーツでも特に

超しい梢神力と頑腿な身体を築き上げ

る亜趾挙餓技が舷も適しているとの信

念のもと、自ら息子(惑示･陥思･厚鍵）

たちにコンクリート･バーベルを持た

せて練習させた時に始まる。

鶴会酋n行Ｅ至る経緯

昭和23年６月、額賀戦は峨前から亜

趾挙に興味を持ち、戦地でも練習を銃

けていた弟の額釦任(第２代目会奨･医

師)の復貝を侍って､さらに戦前選手と

して活Ruしていた遠藤滝軌が帰郷した

のと併せて、国体出場の話を進め、同

地逼海、IAE川武夫、金子源三などの協

力によって、昭和23年９月ｌＢ、福島

県爪趾挙協会を設立し、息子たちを通

じて地元Ni5校生を'１，心にこの競技の艀

及に乗り出し、jiuik拳福島の基礎を作

った。

〈年次別I既i}B＞

昭和23年

福KMI1亜fit準協会をilI立、第lIqI福燭

県総合体育大会において、Ⅲ趾挙簸技

を公lINiiii技として1Mスポーツ界に紹介

した。

第３回国体に県代表選手として公式大

会に初出場し、Ｆ級２位、Ｂ級４位、

Ｆｅ級６位という成織を収めた。これに

刺激ざれ蛎城商校をはじめ商校及び地

域社会にもクラブが次々と墨生した。

さらに、競技普及に熱心な会奨は、艀

い選手の技術の向上を図るため、東京

から井口理事長や阪田氏等を度々コー

チに招き、また、当時ロ本一の怪力と
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第16回メルボルン･オリンピックには

本県から２名が派避され、Ｂ級でiliIu

iIH男が第８位、Ｆ１烏１W義がFe級輔５

位、さらに本ⅡｌｌＩＩ身のI付知良雄もＢ級

第６位の好成織を収めた。

第111,Ｎ体では､t1iIlI･臼,[1,がオリンピ

ック出場のため参ｊⅡできなかったが、

Ｌ･ＬＨ級の優勝により､総合第３位と

なった。

昭和32年

611，’'111交欲醜技入会に本１ＭからIIi

lIIB級､ロハFe級､渡辺L1-1級の3名

の選手が中、に派適され、什地を低戦

しⅡ'１１親諜の大役を果して１１M国した。

第４回全国高校選手権大会では、磐城

高校が第２位、平工業商校が第３位と

本1Mの優勝を逸した。

姉l2IiTⅡ刹体では、Ｆｅ．Ｍ･MIIの３陪級

に優勝し、、算３回目の総合優勝の腿

を腱得した。

また、１１月に開催されたテヘランでの

世界選手権は、アジア選手椎も兼ねて

行われ、本県からは４名の選手がⅡ本

代衣に遇ばれた。結果は、Ｂ級ＩＣＩ抑iff

がⅢ界５位、アジア４位、Ｆｅ級iliIIlllIi

男がⅢ界４位、アジア１位、Ｍ級原神

雄が世界４位、アジア３位、ＭＨ級渡

辺昌幸が世界８位、アジア３位と全員

好成績を収めた。

昭和33年

第l3hllHl体では、Ｆｅ･ＭＨの２階級優

勝などによって迎統２IuLjmjW[411ilH

の総合優勝の栄冠をluilIﾄすることがで

きた。

また、来京でIlIlIiiされた第３回アジア

競技大会では、Ｍ級で原善雄が３位、

ＭＨ級で渡辺昌幸が飾４位と健闘し

た。苔らに、節51,1余miWi校巡乎椛大

会においてＮＭＭＩＬ勢がiili晒し、総合に

おいて嚇城問校が優勝、平工業ihI枚が

２位、内郷高校が３位と上位を独占し

た。

昭和34年

第14回lil体では、ＭＨ級で優勝したも

のの総令４位に終った。また、節６，

余回iWi校迦乎柵大会にあっては、嚇城

商校が第２位、ｊ１４Ｌ業商校が４位の成

績であった。

昭和35年

３月下旬ローマ･オリンピック選手が

本1Mの浦盤炭砿悠々荘にて強化令術を

行い、本1M逆手にとって大きな成果を

収めることができた。

８月に11N他された第７回会同商校選手

椎大会では、尚松宮殿下から優勝峡が

御下賜になり、平工業高校が総合優勝

して初めての賜成を手にすることがで

きた。

jiY17lIIローマ･オリンピックには､iIi山

征ｿ)がFe級にlIIjルし、５位に入賞し

た。

姉l5Ii1Ⅱ111体では、今年血から所たに曲ｉ

枚の部が加えられた。，冊校の部はFe・

ＬＨのIdlj級で優勝、一般の部ではＢ・

Fe級で優勝し､商佼･一般共に優勝、５

度ロの総介優勝を飾ることができた。

昭和36年

邦６[Ⅱ1〕Ｉｑ上･北海j､大会雑ibi枚ＩＨＩ体ｆ

迎をh6曲lIW4iIi公金厳でⅢⅢMし､一般・

iiji枚･緯介と定金優勝をとげた。

９月、ウィーンでlIUI鵬された世界選手

柵では、監粁に遠藤、選手に古111が派

述され、Ｆｅ級第４位の成繍を収めた。

第161画Ⅱ呵体では、商佼の部Fe級で優勝

し２位、一般の部ではＢ･Ｈ級で優勝、

総合で２年巡統の優勝を成し遂げた。

昭和37年

７月にlIHI1Mされた第９IpI会Iq高校選手

柵大会では、平工業高校(全日制チー

ム)が２(iMOil枕(定時制チーム)が３位

の成縦を収めた。

姉l71iiⅡ刊体では３迎靭を１１桁したIiij年

からの強化鞭が効を奏し、一般の部で

礎ｌＭｉｌ名、２位１禍、３位３橘が、さ

らに、商校の部では優勝１名、２位３

粥、３位ｌ褐とよく腿ＭＩＬ､商校･一般・

総什と尤令機勝し、迎統３liII、ｉ､算７

１mⅡ]の総合優勝に脚いた。夢にまで見

た迎統３ｍ優勝、今までどこの１１ｌｂな

し１１ｌなかった仰業に再びに没った゜

このfILハンガリーで１１N伽された１１t界避

手椛に職松茂が派過され、Ｂ級で第７

位の成繍を収めた。

昭和38年

３月モスクワでIlII1Iiされたモスクワ1町

際大会に本ⅡＩから３名の巡乎が派逝さ

れ、木材将夫がＬ級６位、大内ＬがＭ

級５位、波辺難行がＬＨ級６位の成綴

を収めた。

第10回余lK1高校避手↑lii大会において嚇

城iWi枚が総合優勝を飾った。

節l8mFiⅡlHでは､ini枚の部Ｆ･Ｂ級で優

勝､－.股の部ではＬ11.11級で優勝する

など全ＬＵＺ仙人償を来たし、巡統４回

目の総合優勝を礎得した。

昭和39年

節18回オリンピックは東京でDII催さ

れ、本州からはオリンピック３回迎統

１１Mﾙの古IlIlIHJlがＢ級で６位に､また、

大IAl仁がＭ級で３位の銅メダルをMH1Iト

した。

第l9IiTI[副体においては､研校の部でＦ・

Ｂ級優勝、一般の部ではＭ級の優勝を

はじめ､金、３位までの入賞を果たし、

連続５１m１月の総合優勝に趣いた。

第１１回全国高校選手椎大会では、平工

業満校が総合で第４位の成績に甘んじ

た。

昭和40年

姉121画I全IliliiH核選手樅において昨年の

屈辱を晴らすかのように、平工業高校

が通算３[､１回の総合優勝を獲得した。

第２ＯＩｐＩ国体では高校の部でＬＨ級が、

また一般の部でFe.Ｍ･MIIで優勝し、

Ｆ・Ｂ級で第２化を確保するなどよく

腿閲し、I1IlI1kl1lの岐卯!と総合優勝を分

かち合ったが、これで６迎勝を達成、

通算10回目の頂点の座を獲得する記念

すべき年であった。

昭和41年

第l3Iml全山高校選手Iiii大会においてこ

れまで1MＷでも鰡城iWi核と平工業商校

に押えられていた内郷iWi核が総合優勝

の座を痩得、小名浜水産高校も５位と

健闘し、本県iiii枚選手の隅の厚さを感

じさせた。

第２１回国体においては高校の部で個人

優勝はなかったが、Ｌ･Ｍ級が第２位、

Ｆ･Ｂが３位、また、一般の部ではＬ・

Ｍ級で優勝、Ｆｅ級で鋪２位を確保する

など瀞戦したが、秋田県に優勝の座を

明け渡すこととなり、７年目にして２

位に落ちる結果となった。

昭和42年

姉221n11Jil体において､高校の部でＭ･Ｌ

Ｈ級でそれぞれ優勝、一般の部でＬＨ

で優勝Ｌ･Ｈ級でそれぞれ２位を砿係

するなど、令貝入賞の健闘も空しく前

年に引き続き秋田県に惜敗、総合２位

の座に止まった。

この年まで本鯖地からの図体出場が許

されていたが、現他所または勤務地と

するＩＭＩ樅の変史があり、危機感が協

会内に地ったこといⅢ実である。

昭和43年

第15Ｍ全国高校選手権大会において磐

城高校が久し振りに健闘し、総合第２

位の願に返り咲いた。

鯏23回国体では、商校生がＭＨ級の優

勝を含め令1Ｍ位までの入賞を来たし

たが、一般の総合力に欠け、４位の成

績に止まった。この年、第19回メキシ

コ･オリンピックが開催され､本県出身

の木村岳夫がＬ級７位に、また大内仁

がＭ級２位の銀メダルに趣いたのは、

協会としても潔ばしい限りであった。

昭和45年

第17回全国間校避手楢大会で小名浜水

雁商校が８位に、また第２5回国体にお

いては、高校の部Ｍ級優勝、一般の部

Ｍ級２位など全且入賞の状況にあった

５２



が、各県のレベル高揚の前に総合６位

と順位を落としていく結果となった。

高校の部H1体第３位。

昭和46年～

昭和46年以降、全国iii校巡手柑大会及

び国体の総合成績において、当分のⅢ

福脇県の名が沈滞し続ける結果となっ

た。しかし、各年各大会において、個

人的に優秀な選手が途絶えることなく

生まれ育ち、優勝者も勿論あり、国体

、算10回優勝の伝統の灯は薄くとも

脈々と受継がれていった。

昭和47年

全国高校総合体育大会が山形県をＩｌｌ心

として実施され、ウエイトリフティン

グ競技を本県湯本高校において開催し

た。

また､この年節20回ミュンヘン･オリン

ピックがI111Iiiされ、本１１MB身巡乎とし

て佐々木哲英がＢ級４位に、また、本

県選手からは後藤良一がＬＨ級に出場

し、よく健闘した。

昭和59年

ジュニア世界選手樅大会に90kg級iW野

裕司が派逝された。

昭和60年

第７ﾛロ稗ユース大会に60kg級太田淳

一が派遣され、第１位を獲得した。

昭和62年

第９回日輔ユース大会に52kg級佐久間

勝彦が派近され節２位と健闘。

平成２年

第50回福島国体に向けた県内体制

づくりの一環として「福島県ウエ

イトリフティング振興会」を設立

し、会艮にゼピオ株式会社社焚鵬

橋延蔵が就任。

ゼピオ株式会社にウエイトリフテ

ィング部が創設された。

福島県ウエイトリフティング振興

会から寄醐を受け、福島県内15校

の中学校にジュニア用バーベルを

配濫し、ジュニア対策(中学生巡

手)に染り出した。

この年、佐久111]勝彦がジュニア世

界選手権大会に派遣され、５６kg級

に出場し、６位の成績を収めた。

平成３年

９月ドイツにおいてDM(11iされた|Ⅱ：

界避手樅大会に、本県から佐久|Ⅲ

勝彦が代表に選ばれ、５６kg級に出

場し第５位の成績を収めた。

国体＝連覇杏果たした59k8級佐久間勝忘

－ズ及び女子ウエイトリフティング選

手権大会を国体リハーサル大会として

nM催し、ふくしま国体に向けての体制

づくりにﾉﾌﾞ会をKIIした。

第49[､11111体において、前年よりもlilji位

を瀞としたものの、総合で第７位に入

賞できたことにより、－１１i選手強化合

宿に熱が入った。

この年広島市においてDII催されたアジ

ア競技大会に本県の小野寺浩亀が代表

に避ばれ、５４kg級に}I}｣ルし、第４位の

成績を収めた。

平成７年

地元国体M1催の本番の年に当たり、日

本ウエイトリフティング協会の御高配

と、福島県ウエイトリフティング振興

全会奨諦橋延蔵の絶大なる支援によ

り、今日本ウエイトリフティング選手

ｲii大会をl1il体前の５):lにいわき１１JでINI

催することができた。誠に光栄なこと

であり、競技役員全員が感謝の気持と

緊張感を侍して大会運営に当らせてい

ただいた。本県協会にとって、本当に

素晴らしい経験のもと大きな自信につ

ながったことに改めて感謝している。

この年、大姉､Mn釜111において1Ⅲ11Mさ

れた第271mアジア選手梅大会に小野寺

浩岨が派遣され、５４kg級に出場し健闘

した。

また、同選手は中国広州において開催

された第671iii仙界選手柚大会にもＵ本

代表に避ばれ、５４kg級で15位と腿MIIし

た。

第501,1国体のⅡ血備は昭和63年に会塒の

内部選定から始まり、競技役員の養成、

一方で選手の強化合宿等約７年間にわ

たる歳月であった。

県内初の中学生対象の講習会及び採点

制競技会を開催した。

勿釆工業商校ウエイトリフティング部

が平成工年の勿米irli枝に緋いてiIi式部

に昇格となった。

平成４年．

第２5回バルセロナ･オリンピックに本

県の佐久間勝彦が派遣され、５６kg級で

第５位の成績を収めた。

平成５年

jiM8m国体にお

いて、成年、少

年の活騒によ

り、久し振りに

総合第５位の入

賞を来たすこと

ができ、２年後

の「ふくしまlIil

体」に夢をつな

ぐことができ

た。

この年メルボル

ンにおいてIHI催

された１１上界遮手

lii大会に本1Mか

ら２名が派過さ

れ、小野寺浩亀

が54kg級に出場

し、健闘した。

また佐久間勝彦

が59kg級で13位

の成績を収め

た。

平成６年

全ｎ本社会人、

実業団、マスタＭＨ級後顧良一のＰ157.5kｇ
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幸い日本ウエイトリフティング協会の

長年にわたる御指導と御支援によっ

て、大会運営には万全な体制で鴎むこ

とができた。また、選手強化も効果が

現われ、商校生選手がそれぞれにその

役wllを果たし、成年避手も期待にliilえ

健闘した。総合成績第３位、過去に６

年連続通算10回目の優勝を樹立して以

と御支援、さらにiii局Ⅱ!、いわき市及

びI1IIIlM地地元の皆棚の絶大なる御支援

と御協力の隅ものであり、心から感謝

と御礼を申し上げる次姉である。

11116なく本1M協会flⅢ立50川年を迎え

ることになるが、これを大きな節目と

して、これまでの50年の過去を兄つめ

ihL、またこれからの半世紀にlfilけて

努力していくことを協会の総愈として

砿蝿し合った次第である。

〈現役貝＞

会鍵飯高延由

副会氏小松酒－三井省＝

Ｊ

Ｔ

少年男子５４kg級Ｓ

Ｊ

Ｔ

５９kg級Ｓ

Ｊ

Ｔ

８３kg級Ｓ

Ｊ

Ｔ

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

５
５
６
９
７
川
１
２
２
１
１

第
第
輔
輔
輔
節
第
第
輔
輔
輔

来30年の歳月が経過していた。

〈成績＞

成年男子５４kg級Ｓ第２位

位
位
位
位
位
位
位
位
位

２
２
１
４
１
５
４
４
６

第
第
第
第
第
第
第
飾
第

Ｊ
Ｔ
ｓ
Ｊ
Ｔ
ｓ
Ｊ
Ｔ
ｓ

級
級

級
ｇ

蛇
８

ｋ
ｋ

９
０

９
５

７
９

終りに

第50回という節目の記念すべき国体

に、監督･コーチ･選手はもとより、協

会役風･補助役員など総力を結典し､参

面できたことに大きな狩りと充実感で

一杯である。

これも、」とい歳月にわたる日本ウエ

イトリフティング協会の魁かい御指導

菅野一浩

理ZIP蛙阿部幸男

ＨＩ理ＩＩＨｔ渡辺正昭高野

1川務1Ｍｔ鈴木庄寿

滋
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⑧茨城県 歴代会長

初代三村再

第２代吉田秀吉

第３代中野次男

第４代遠繭謙一郎

第５代塩手満夫

(I1HjW135ｲﾄﾞｰ）

(ⅡHﾄⅡ38年～）

(IIHl和42年～）

(平成２年～）

(平成4114~）
事務局〒315茨城県石岡市山王台町3432石岡期一戒写字校内

杷田太公TELO299-22-4135

j､〃Iする避下M1秤となった。

i鮒枚では、本llWlllIⅡ樅のllAl束iii枚大会

において問萩工業両校が２階級をI1iり

し、団体初優勝に輝いた。

この年より避乎強化の一環として、本

Ⅱ!と蝉、京畿､[巡HIlとの交流拭合をＩⅢ

(Il1するjlKぴとなり、姉１１''1入会は鱒Ⅲ

ソウルでIⅢ伽された。本ⅡＩからＩＩｌ野次

り)会此を団此に、塩手欄犬が総IililIfと

なり、避乎８欄を送り、大いに親稗を

深めた。山i時は、｜珂交がjlH常化しつつ

ある段階であI)不安な部分もあった

が､中野次り)全｣&･塩干潤犬｣mplI｣&柳の

熟､iと努力で災塊することとなった。

この後１０年IlI1ji(畿ｊＵと本111で交以にllIl

Iii、iuilIlの友好親禅と競技）jの向１２に

多大の成来を収めた。

その後、全ＩＭＩ束ﾉﾋ､l京畿iiiへと秒i『しＨ

稗親緋に戊献した。

昭和49年

IiliKILにつづきOmi微｣二,liiがⅡＭ〔i鮒校２迎

馴、全111商校総体で川体６位となり、

全ＩＨＩ収避乎I1iiでも少年の部優勝、成年

の部３位、団体綣什優勝と、本会始ま

って以来の成繍を奴した。茨城１，体で

は､少年の部Ｌ11級３位の鈴木勉(iI)i荻

１笘裳)を飛頭に５名今11人質､皮IlK66

粥''’４樹人質とｆｉＩｌｌｌしたが、Xnl杯１１ト

点には、わずかに及ばなかった。

昭和50年代

土ｉＩｉＨ大高校に吉llIjIﾐ俊が11Ⅲ部(５２

年)､杼III部ibi杖にIIHIⅡが拡助して１１１１部

（58年）し加盟４校となったが、この１１１１

のifilihの010心は､斫荻T:XiWi枚であり、

側Ⅱ〔･会l'(lの衿''１１人公では多数のＬ仙

人賞希を誰出した。

成年は、同体淳で毎年人賞箭を11)して

きたが人凹は依然として20橘Iili後であ

った。

昭和60年

IMI本爽が、槻l1Iilni挟から茨城！〔商佼に

ｳﾞﾑ助してh11部しIIlIlu5技となった。

また、谷'Ⅱ部ini快の野村iIi〃が企II4ibi

枚総体において、５６kg級で優勝、まだ

２年生であり杼'Ⅱ部溺校も､[1部３fI2｢１

平成元ｺﾞﾄﾞには､石1u１１節一iii杖が力IIIM1o

平成５年には商校生徒80名、一般３０

名となる。

平成６年には残念ながら行田部商校

が活ＫＩＩ停止となり、平成７年には、商

校生徒約50名、一般30橘となり、底辺

拡大が今後111【大のiiHuである。

〈年次別概況＞

昭和35年

設祓当初から数年間は、法政大学の支

援を受けながらかろうじて同体等に参

力Ⅱする状況であり、本111出身の避手は

儒無であった。

昭和36年

初の[到体参力ⅡとをI)、監将･塩乎潤犬、

選手･横山有一他４名で臨むも､入賞に

は遠く及ばなかった。

昭和40年

会11本社会人週fIlii大会を断荻巾で|Ⅲ

１１k、ｌＩｉｌ時に脚萩工笈iii枕に純iPIjﾙを披

け、椎名楓がウエイトリフティング部

MlilM1とをI)、本県選手育成の第一歩が

スタートした。

昭和41年

IIL商体迎にウエイトリフティング４Ｗ１

部としてmMlL初代径Ｌｕとに椎桷椴が

就任した。

昭和44年

高体連呼門部姿且跿に中庭純が就任、

選手強化も－厨充実することとなっ

た。また、この年奨崎国体において、

小林登がＭＨ級８位となり、本lWlの

人償を果たした。

昭和46年

本1M初の指尊材として、梱INI太公がiWi

萩工業商校へ採川となり、本格的に選

手強化が進められるようになった。

昭和47年

磯原商佼に川村孝がi'I部、加ＩＭＩが２校

となりiii枚の1M大会がやっと試合らし

いものになった。

昭和40年

茨城凶作を前に岡本実ほか２名が1Mの

教職員として新採となり、全国的にも

<沿革＞

協会創立の経緯

茨城県ウエイトリフティング協会が

設立されたのは、昭和49年の茨城国体

IIIlI1MへIIjIけて協会を設立しようという

飢巡がiiHまり、茨城ⅡＩレスリング協会

の有志が中心となって設立された。

もともと本県に組織はなかったが、

全日本の会長に加藤高蔵先生が就任し

ていたこともあり、本県アマチュアレ

スリング協会会焚沼尻面氏の協力を1＄

るとともに、当初は法政大!､itウエイト

リフティング部の支援を受けながら、

会焚に三村朗県鍍金議員、副会焚に古

田秀吉、０１０野次男、理事長に塩手満夫

が就任し、本会が発足した。

亜技人ロの推移

設立1i初は、本111レスリングの余技

(体力づくりのためのウエイトトレー

ニング)でありウエイトリフティング

競技を本格的に練習するものは皆無で

あった。

そのため、法政大学等の学生を中心

に来京の大学生をかき梁め、辛うじて

団体等に参加した。

その後、当IMF余11本Ｈ級チャンピオ

ンの川名英一が、１１本生命水戸支社へ

転勤してきたことを契機に、県内高校

にウエイトリフティング部をiI1設しよ

うという気運が高まり、県協会が資金

を捻出し、ｉｉ?i秩工業商校に練習｣ルを披

け、１１洲140年に10楢前後の部乢をつの

り本格的にトレーニングを始めること

となった。

昭和41年には、県高体速に加盟し１

校ながら全国大会にも数名参加するこ

とになった。

昭和47年には、磯原iiii枚に部が611微

されiWi核620満ほどになったが、－蛾

の競技肴は10名弱の状況であった。

昭和50年には､土iili日大商校が加盟。

昭和58年には、谷、部商校が加盟。

昭和60年には、茨城束高校が加盟。

５５



という快挙であった。

この優勝は本県初のことであり、こ

の後の全国大会等において、本県が踊

遮する大きな第一歩となった。

昭和61年

Iiii年につづいて野村が全図商校総体２

迷覇､全国選抜･国体とすべての大会に

優勝､本県初の３冠達成選手となった。

昭和62年

沖縄国体において､少年の部67.5kg級・

騏枝功一(茨城束iWi)が３位､90kg級･jIi

之上椛介(磯原商)が優勝とini得点を極

押し、団体総合６位となり天皇杯初得

点となった。

この得点は、福田(谷田部高)･岡本(磯

原から茨城束)･熊木(磯原)等指導者の

たゆまぬ努力の鵬であり、競技人口は

少ないが、素哨らしい折導者にⅢまれ

た結采であった。

昭和63年

京都国体において、競技得点45点をマ

ークした。

平成元年

北海in国体において６名入賞し競技得

点35点となった。

この年昭和の協会とともに、本会育て

の親であり、日本協会副会艮、本県協

会会長である中野次男が病魔におかさ

れ、平癒をお祈りするもそのかいなく

ご逝去されたことは、本会にとってあ

まりにも大きな痛撃であった。

しかしながら、会及の股された功繍は

不滅であり、その椚神はいつまでも本

会の基本理念として受け継がれていく

こととなるだろう。

平成２年

６月に関東高校大会を高萩市大心苑体

育館で１１M1lliした。

52kg級で村mlW文(磯原iHi)は全国商校

選抜大会につづいて優勝し、大会全体

も好記録に慰まれ、大成功であった。

福岡国体では、成年60kg級で野村正芳

(日大)がスナッチ･ジャーク・トータル

において優勝という素晴らしい記録を

出すとともに念願の今日入賞という本

I叫初の快挙を成し連げ､Iill体総合８位、

平成５年皮全国商校沮抜大会茨城IHtZ会役ロ・補助ロー同

競技得点64点を獲得した。

平成３年

前年につづき国体では全員得点を獲得

し、順調な年であった。

平成４年

概ねIiii年並みの状況であったが、iHi枚

女子Kr録が５名となり､大場英幸(石岡

一)が全国高校選抜大会50kg級で本県

初の３位入賞となった。

平成５年

本県石liiliIiiIi民体育館で令回iWi杖選抜

大会をⅢ１１Nした。

本1Mからは５禍の遇手が避抜され、５４

kg級伊東健(石岡一iiii)が３位、５９kg級

鏑木誠(茨城東高>が４位、９９kg級古田

光志(石岡一高)が優勝．と索哨らしい

活離をし、大会迎営も人成功に終わっ

た。

平成６年

蝋枝ﾘｳｰが全Ⅱ本逆手柵大会70kg級で

初優勝と本県初の快挙を成し遂げた。

国体等の大会も藤伎を中心に安定した

得点を収めた。

平成７年

関東選手揃大会を北茨城市でⅢ腋、本

1Mは卜Ⅱ体総合３位となり、大会全体も

順調に終了することができた。

全国高校選抜大会では､植田裕美子(石

ＩＭＩ第一)が女子の部59kg級で初優勝を

し、本県女子のレベルアップに文献し

た。

この年の丑猷を兄ると､商校は約45打、

成年は約30名と少ない｡平成14年には、

全国高校総体開催が内定しており、ＩｌｌＩ

Ｍｉまでに底辺拡大、競技力向上役員養

成等の諸iM1題について砿遡し、今後の

研究課題となった。

＜現役員＞

会佳塩手潤夫

副会長鈴木寛文金川順

西川正次郎

理邪奨福田太公

別nMpIl氏岡本実

理Ⅲ顧枝爾志柴田朋彦

坦手紘夫中庭銃

吉田正俊願木義明

前田広明伊藤淑樹

小宅賊小野悦男

沼田一郎長山祐司

小泉孝雄
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囲栃木県
歴代会長

初代村山太一郎（昭和25年～）

第２代高橘融（昭和30年～）

第３代小池知明（昭和36年～）

第４代永井成雄（平成６年～）
事務局〒323栃木県小山市若木町2-8-51小山高等学校内

秋山防男TELO285-22-0236

〈沿革＞

樋会創設以前

栃木県のウエイトリフティングは、

昭和23年、当時体操競技が専門であっ

た五月女兵吾が木競技と出会い、独学

で技の研究をしはじめたのが歴史の鮒

一歩である。五月女は、練習の成果を

やがて発揮し、昭和24年の第４回国体

東京大会でＢ級に出場し６位に入賞し

た。その後も選手活動をする傍ら、本

県の競技普及に奔走した。

協会創肢に至る経緯

２５年には本県初の指導者灘習会を宇

都宮Ｔ業高校で開催し、10数人が参加

して行われた。浜野進(石橋高教諭)や

足利商の生徒･湯本秦正らが参加した。

浜野は石橋間をはじめ石橋地区に辨及

を図り、萩野矢三郎、隅内敏夫らの選

手を育て、後の渡辺正二・俊祥兄弟ら

に大きな影響を与えた。一方、足利地

区では渡辺繁(足利高教諭)の指導で湯

本らが中心となり当時活発な普及活動

を行った。そのような活動の中で、渡

辺兄弟が見目武雄(小山商教諭)と出会

い、小111揃校にウエイトリフティング

部をllII設した。

同年９月１日に、五月女が中心とな

り村山太一郎や県教育委員会保健体育

課の協力を得て、栃木県ウエイトリフ

ティング協会がまず組織化された。会

奨･村山、噸事奨･五月女、理PIfに渡辺

繁、浜野進、露Ul三郎(県教委)など８

名のスタッフが就任した。９月24ｐに

は県総合迎動公IH1水泳場プールサイド

で、本県初の競技会を開催し、１０名の

選手が参加した。

〈年次別概況＞

昭和26年～30年

本県初の高校生の大会を、昭和27年８

月31日宇都宮高校で開催した。そして

29年に第１回の全国高校大会で、Ｆ級

に木暮茂夫(足利高)が出場し優勝を呆

昭和57年、小山通椌会団高校鱒体で初優囮

は五月女に代わり兄ﾛ武雄が就任。こ

の年の[到体高校の部において、Ｆ級の

新籾賢治(小ⅡI)が３位、Ｍ級の荒川賢

二(小山)が２位となった。

昭和36年余I副高校総体で荒川賢二(小

111)がＭ級にlllM〉したのに続いて37ｺﾞド

８Jl字Iiil樹iIiスポーツセンターにおい

て第９回全'五liiYi枚逆手柵を|Ⅲ他した。

Ｆ級に出場した古田三男(小111)が２年

生ながらＳ競技で日本高校新記録を出

し優勝し、小山高が団体３位に入賞し

た。

WI和38年．39年には、ｉｌｌｉ核努力rdjlII三ﾜ)、

木村次ﾘ)('１､城南iWi)、手塚光雄(小ⅡI)、

一般鞠では酒ｿﾞﾄ11tﾘ)(法人>、伊沢傑

(法人)、荒川賢二(ITI､大)などの活珊が

見られた。

昭和40年８月会lUll束大会兼l副体地区予

避会を県体育館で''１１１１Mした。一般Ｆｅ

級のfll沢傑、，､i枚Ｌ級のi丙lIIllf('1,111）

が優勝、参加７週手が３他人賞という

活鯛であった。商111好は全lm1商佼総

体、国体で２位に入賞、特に、体にお

いて、ＳでL１本高校新起録を樹立し

た。

たした。翌30年８月28『lに第１mllUDI〔

選手樅大会を宇都宮市スポーツセンタ

ーでINI催した。

昭和31年～40年

昭和31年５月２６．２７１１に第16回全日本

選手柵大会を、宇部宮市スポーツセン

ターにおいてⅢ１１Nした。

昭和32年11月、テヘランでIlIlI慨された

世界選手椎大会には木藤茂夫がＢ級に

出場し、４位に入賞した。

昭和33年５月、東京で行われた第３回

アジア競技大会には、日本選手剛の。

.－チとしてIill女兵吾、Ｂ級選手とし

て木幕茂犬が参加した。木藤は325ｋｇ

の日本新肥録を樹立し優勝した。

昭和34年五月女、渡辺、浜野、露出

見目など指導者が集まり、高校の専門

部を設置した。そして初代委員長に見

目が就任した。第14回国体において、

木幕茂夫がＢ級に11Ｍルし、２年迎統１

位の栄誉に卸いた。

昭和35年の第16回オリンピック・ロー

マ大会にも木幕茂夫がＢ級に出場した。

昭和36年７年間尽力いただいた高橋融

に代わり']､池畑明が会長に、理JII長に

5７



昭和41年～50年

昭和41年と42年には、Ｆ級堀越武が関

東大会で優勝、４２年、４３年とＮ体で２

位に入賞した。また43年はIlil体などで

新)|:初雄、商、一夫、保坂一niI、久保

邦男などの逆手の橘胚があった。

昭和43年10月、第１回の関東iii6校大会

を小山城南商校で開催し、小11l城南商

校が優勝。翌44年も優勝し２迎薊を果

たした。

昭和45年には、刑校坊では小櫛iHil-nlI

('１，１１l城南)、鈴木俊ﾘ)(小111城I#)、ＩＩＵ

正男(小山)、新井邦ﾘ!(葛生)などの活

BiWが目立った。全国商校総体で小静が

３位入賞した。一般では堀越武、田崎

糟司、手塚光雄、飯野茂夫などが活珊

し、特に堀越武は同体Ｆ級において親

46年と２年迎統優勝し、’１t界巡乎ｌｉｄに

も出賜し３位に入賞した。

昭和45年11月、節６回アジア競技大会

代表週乎週考会を小山城iW商校で'１１ⅢＭ

した。堀越がＦ級で優勝し、４６年アジ

ア競技大会に出場、Ｓで102.5kgの世

界新肥鍬をM1立して優勝した。

11({ｲⅡ47｣１２，Ⅱ11〕ｌＩｍｉ核大会で阿部利利(櫛

生満)がFe級で優勝し、葛生iDiがⅢ体

優勝をiiiiった゜節27m届1体においては

堀越がＦ級で２位に入賞した。

昭和48年９月、第１７回全関東選手栃兼

国体予避を宇都宮市の1冊体fi鮒でⅢ催

した。この年、堀越武、リｉｆ狩光正、ＩＨ

崎ｉＷ`il、阿部利和、飯野茂犬、小櫛iir

十郎が凶体に出l9LiiIiBlHした。lIil趣は

全日本選手梱で優勝し、ｌⅢ界巡手術に

出場、Ｓで104kgの世界新犯録を樹立

し３位に入賞した。

昭和49年50年とiiYi校鞠では秋IIIi湾)(小

111)、瀧川守(小111)、綱蝋学(葛生)､杉

江均(小INI)、などが枡跳。１Ⅲ〕1〔商校大

会で秋IⅢ、杉江の二人が優勝、’１，IlIHli

が前年に綴き団体２位に入った。同体

で杉江がＦ級192.5kgで２位に入った。

一般では堀越、小苛の活船がIj立ち、

全１１本選手柵で堀越１位、小笹３位に

入賞、同体ではそれぞれ２位、６位と

いう成繍であった。堀趣は1iY911I1アジ

ア競技人公にも１１MⅢして優勝、人公２

述覇を達成した。小bifはパンノニアIHI

際大会に出塒した。

昭和51年

第９１UⅢ1191〔ini枚大会を小Illiniで1lHlIiし

た。蔦生iWiが４位、小111商５位と健ⅡＩ

した。一般坊では淵越、lIU、杉江、手

塚、小櫛などの避乎が活剛した。’'１で

６全【1本選手柵において52kg級で堀越

が２位、６０kg級１１Mが３位、82.5kg級小

蒋が３位、続くI剛体は堀越、１１Mが３位

に入賞した。堀越はこの年、モントリ

オール･オリンピックに出場した。

昭和52年

IlUDl〔断校大会で小Illiniの平井久雄、小

林仁、菊地寿が優勝し、小111商が念噸

の初優勝を連成した。全国大会、ｌ創体

でも平井久雄、安達典郷、菊地寿らが

活踊し、第24回全国高校緯体では団体

３位に入賞した。一般勢では全日本選

手樅で52kg級堀越が２位、５６kg級杉江

が３位、６０kg級IHIが２位、82.5kg級小

竹が２位とifi剛し、同体では犬虫杯総

合４位を腹得した。堀越･関の２名が

西ドイツの世界選手権に出場した。

昭和53年

本県協会理事健の見目武雄(小山間教）

は、商校の専門委員受としても尽力し

てきたが、小山間教頭となり、導1'Ⅲ委

L1鍵を越雲幸男(小ⅡI間教)がりlき継い

だ。111分理事健の任はり|き続き見目が

執った。見目は全国高体迎の普及発展

にも尽力し、全国事務局茂として創設

時から44年まで、副部長として45年か

ら54年までのⅢ、要職について貢献し

た。

IlIpKiiii枚大会では、小林仁、砂１Ｍ]良治、

依[１１村誕の小山商の活珊で前年に純き

優勝、２連覇を遂げた。全国高校総体

にも小山高から８名が出場し、団体総

合２位になった。とくに75kg級に出場

した２年生砂岡は、Ｊで152.5kgの日

本iiH枚析肥録を総げ257.5kgで優勝を

退けた。｜､1体において６Ｊで160.5ｋｇ

とOld録を史新L275kgで優勝、小林の

２位と合わせ少年種別３位を獲得した。

成年坊では堀越、杉江、関、小菅らが

活餓し、全日本選手権、国体と上位に

個人入賞を来たし、犬鬼杯優勝という

快捲を成し遂げた。

昭和54年

間校坊は、葛生満、佐野日大高の活踊

が見られた。全国高校総体で82.5kg級

砂岡典治が285kgの大会新２連覇、６０ｋｇ

級金子訓久(葛生高)が２位、他に針谷

宏(小111)、大島一男(佐ﾛ大)、大塚裕

Ⅱ{{(佐I】大)などの活ＩＭＩがあった。lliI体

では少fIi82､5kg級の砂岡がＪで170ｋｇ

の日本高校新ild録を出し290kgで１位、

56kg級針谷、６０kg級金子が共に３位に

入り少年柧別２位、成年が堀越武の１

位をはじめ関、小柿の全貝が入賞し、

iii1年に紬きIiliB総合で犬血杯優勝、価１

体２巡剛を述成した。

昭和55年

栃の葉|｣i１体が地尤栃木1MでIlIl催され、

本競技は小Ⅱl高校を会場に行った。少

年種別は60kg級金子が１位、７５kg級大

島が２位、９０kg級大塚が１位となり、

少年種別初優勝を遂げた。成年I､別も、

砂岡らの活珊があり、総合で天ｎ杯優

勝を勝ち取り剛体３in剛を迅成した。

全IFliiH枚総体でも金子と大塚が１位と

なり、大塚はＳの特別拭技で123.5kgの

日本海枝新記録を樹立した。また全日

本選手権で、砂岡、小菅が初優勝した

のも特筆できる。

昭和56年

53年からlqilii体迎w110I姿Ll災として尽

力した趣露幸ﾘ)に代わI)、伊鰯宏平

(葛生商戦)がり|き継ぎ、鼎１０１１部Ⅲ〔稀11.ｌ

ｂ小山商から葛生商へ移った。

高校勢は関東崗校大会では小山間力焔7.5

kg級熊倉契の１位をはじめ、能地邦男

３位、柿木稗２位、桜ﾂﾄ剛毅３位と活

踊し、団体２位となった。滋ZUI刊体は

少年56kg級に出則りした難lllI了史(小Ih

ilIi)が２位、67.5kg級熊倉契が３位、成

年90kg級砂岡が１位、１００kg級小菅が

４位、５６kg級杉江(寓目釛小)も４位と

健闘した。余日本避手柵では、砂IMIが

90kg級で優勝した。

昭和57年

間校勢はliIl東商校大会で小山iWi杖の柿

木智、ｌＩｊ鰯宏、桜井剛教の３人が１位

となりﾄﾘ1体優勝、小山南商が谷川飢兄

１位、戸田豆３位などの析馴で団体３

位に入った。全国商校総体では90kg級

桜井が１位、７５kg級柿木２位、82.5ｋｇ

級１１１９が３位とin剛し、団体初の優勝

を逆げた。小山iIliにとって29年Ⅱにし

ての悲願の初優勝となった。谷田も67.

5kg級で２位に入賞した。KO根UBI体は、

少年82.5kg級柿木が１位、９０kg級桜井

６１位、祥、６４位となりIMI別１位を

獲得。成年は90kg級に111M)した砂岡が

すべてに日本新肥鰍をIHI立し、商佼時

代から、けなしの５迎覇を連成したの

をはじめ、５６kg級杉江６６位、小菅が

３位など全員が健闘し、犬型杯総合で

二年ぶり４度目の優勝を飾った。全日

本選手術は、砂岡が90kg級１位となっ

た。また砂岡はジュニア１１ｔ界避乎揃で

82.5kg級に出塒し峨々２位に入汰し、

11月の節９ｍアジア販技大会でも82.5

kg級に出場し、Ｊ、Ｔにジュニアn本

新記録を樹立した。３月には群｣ﾙ１Ｍと

の第１１ijI親稗大会が行われ両111の親橡

交流と雌技力Ｉｒ１Ｉ上に成果をあげた。

また、８jlに1111Ⅸ迦乎｜111を小111両枚を

会｣ⅢにⅡⅢⅡＩした。

昭和58年

IMlDl〔商校大会は小山iiiの52kg級ｲilib紀

明、７５kg級戯沢血樹、９０kg級中鯏悲が

共に１位となり２年辿統４度11の１１１体

５８



のみならず日本のウエイトリフティン

グ界にも多大な功績を残され、普及発

展に尽力された。五月女兵晋･渡辺繁

と共に栃木県の協会発展と競技力向｣：

に大きな功績を弧された。

堀越典昭(小山>の活BIBの年であった。

第５、関来高校選抜大会を１月20.21

日小山高校を会場に開催した。堀越典

昭は67.5kg級Ｓで120.5kgのｎ本高校

新記録を挙げ優勝。３月の全国iWi枝選

抜大会では全種目に日本商校新記録を

樹立して優勝した。５月にはサラエボ

で行なわれたｌｌｔ界ジュニア避乎樋の

67.5kg級に出場し、更にＨ本高校新記

録を塗替え、９位の成績を残した。全

国高校総体ではS125kg･Ｊ１65kg･T

290kgと更に記録を伸ばし優勝した。

11月にはブタペストで行われたltlWL選

手柵で12位の成鎖を弧した。

他に活蝋した選手は、iiii校勢は全国高

校総体で90kg級宇佐美聡(葛生)が３位、

成年は、会沢豊(日体大)･和田吉陽(日

体大)が入賞している。

８月24～26日、第34回関東選手椎大会

を小lIIiWi核を会期に棚１１Mした。

平成３年

商校勢は、関東高校避抜大会で56kg級

浅倉紀昭(小11小110kg級村田利幸(小

山)が１位、９０kg級青木誠(葛生)が２

位。第１回の女子の部には、野村記子．

堀越幸子(葛生)、小松原瑞穂･館野祐

子(小111〉がＷルし、共に２位であった。

全I到商校避拡大会では、背木延明(小

山>が247.5kgで２位に入賞した。関来

高校大会は青木･村田が１位となり団

体２位、青木は全国滞校総体において

100kg級で272.5kgを挙げて１位。石川

図体は、少年に小111満の浅倉･小16.11ｊ

木が出珊し、100kg級粁木が３位、成

年は野沢雄一(小商教)･会U《皿(法大)．

青木勝信(日大)らが出場し入賞した。

日本選手権では堀越が３位に入賞した。

平成４年

関東高校選抜大会では、男子の110ｋｇ

級背木延IIn(小ⅡI)が１位、女子は56ｋｇ

級鮒野祐子(小111)がIIL外大会で初の本

県女子優勝者となった。全国高校避抜

大会は青木が１位、７５kg級菅野太作(小

山)が３位、女子の館野６２位の成績で

あった。関東高校大会は、青木が＋100

ｋｇ級で130.5k9.170kg･T30q5kgの日本

商校新ilU鍬を出し２巡勝した。’１，lIIiiii

はlｻ1体４位、葛Ｌ１ｉｉｌｌｉ６５位と腿DIIした。

全国高校総体は、＋110級出場の汗水が

132.5kg･175kg．Ｔ307.5kgを挙げ､関東

大会の記録を更新し、過去の砂岡･堀

越に銃<２階級制覇を達成、小山高は

一夫(佐城束中教)らが入賞した。

昭和62年

関東高校選抜大会で52kg級田中久也(小

山南)、５６kg級小仲根刀佳(小山)、９０ｋｇ

級鈴木1W(小山)、＋100kg級H1j地智弘(小

山南)が１位、全国避抜大会で56kg級

小啓根が200kgで１位、５２kg級田中が

２位となった。関東高校大会は小曽根、

鈴木、菊地と100kg級篠原正人(小園)が

１位となり、団体では小山間が３位に

入った。全図獅校総体は小啓根が１

位、田中が３位に入賞した。沖抑国体

は、少年に田中、小曽根、鈴木、成年

には鶴見、’１１喝、川島、桜井が出場し

た。

昭和63年

２月、県中学生大会に67.5kg級堀越典

昭〈小111中)が１ＭⅡし185kgを挙げた。

全国Hli枚総体では67.5kg級河内正樹(小

山)、７５kg級館野和彦(小山)、←上峰iW志

(佐日大)が共に３位入賞し、67.5kg級

会沢豊(葛生)が４位の成績を残してい

る。京都国体では、67.5kg級河内が１

位、７５kg級金沢、９０kg級上峰が３位入

賞を果たした。成年はKII兄、和mlt行

(佐南111教)、川崎(藤一中教)、桜井(小

山'１１教)が出場し総合８位に入賞し

た。鶴見は全日本選手権に出場し４位

に入賞した。

平成元年

小111両が関東･全国を制した年であっ

た。ＩｌＭ束i１M校大会は、鈴木随･堀越典

昭･宵木勝信･柳田典故の４名が１位と

なり、通算５度目の優勝を飾った。続

く徳島県上板町で行われた全国高校総

体では、67.5kg級堀越が優勝、82.5ｋｇ

級野沢征弘も優勝し、100kg級間木.＋

100kg級柳田が共に２位、北條正樹５

位、北條健一･氷噸友久が６位入賞と

活離し、５７年に縦<２度目の団体優勝

を飾った。国体には、少年67.5kg級堀

越が２年生ながら日本間杖新記録を出

し２位、野沢が３位、成年は鶴見、川

島、桜井らが入賞している。砂岡良治

がソウル･オリンピックに出場、６位

入賞を果たした。

この年は、女子部員の活動が始まった

年であり、初の女子の大会が行われた。

２月の中学生大会は、青木延明(大谷

中３年)が205kg、大谷広幸(桑中２年）

が165kg、菅野大作(桑中２年)が150ｋｇ

の成績を洩した。

平成２年

永いIIILlK協会理事箕として貢Mltされ

た見目武雄が勇退、代わって桧山四郎

が理事曇の任を引き継いだ。見目は栃

木県のウエイト界に大きく貢献された

優勝を遂げた。全国高校総体では90ｋｇ

級中鳴が１位、82.5kg級野竹弘(小南

高)と100kg級戸田亘(小雨高)が共に２

位に入賞した。国体は少年90kg級18蝋

が１位、７５kg級藤沢が２位、82.5kg級

野竹が３位、少年租別２位を獲得、成

年は675kg級菊地が３位、９０kg級小菅

が７位、100kg級大塚裕昭(日大)が５

位、５２kg級杉江が宿願の１位の栄冠に

輝いた。砂岡は全日本避手栂で４連覇

を述成すると共に、世界選手柵におい

て６４位と活REした。この年２月に、

第１ﾛ小111市中学生大会をIlIlIIiし、大

谷中･小山三中の２校20数名が参加し

た。

昭和59年

砂岡良治(今市スポーツセンター)は、

ロサンゼルス･オリンピックに出塒、

３位銅メダルを獲得した。奈良国体に

おいてＳ特別試技で160.5kgの日本新

記録を樹立して優勝、全日本選手権で

は、大会５連覇を達成した。少年では、

小藤安正、荒川裕司、鶴見英司らの小

山商が活3mし、関東商校大会が団体２

位に、全国商校総体が団体４位となっ

た。国体は少年56kg級小藤、67,5kg級

餌兄がともに３位となり少年種別６位、

成年は砂岡の他、110kg級桜井剛毅(日

体大)がＪ１67.5kgのジュニア日本新記

録を樹立して３位に入賞し、金子、大

塚が共に５位に入賞した。

昭和60年

関東獅校大会において、小山商の緬児、

手塚が１位となり団体２位、小山i櫛高

も３位に入賞した。全国高校総体にお

いては、67.5kg級鶴見英司(小山)が１

位となった。鳥取国体は、少年75kg級

、崎康宏('1,111)が４位、82.5kg級手塚

賢一(小111)が５位となり、少年租別４

位。成年は82.5kg級砂liilが１位となっ

たのをはじめ、大塚、桜井、川島など

の活餓が見られた。砂岡は、６月の日

中友好大会90kg級Ｓで161.5kg、Ｔ３６０

ｋｇの日本新記録を樹立し、全ロ本選手

柵でも１位となり６年迎統して栄冠を

手に入れた。

昭和61年

第19m関束高校大会を６月７．８日の

２日間、小山高校を会場に開催した。

小山高は小曽根万佳と、野沢雄一が２

位に入り団体２位入賞。この年に第１

回の関東商校と全biMi杖の迦抜大会が

lWlIlMされた。金岡而校総体で、７５kg級

和田吉腸(葛生)が２位に入賞した。’１１

梨国体は、少年60kg級野沢が７位、６７．５

ｋｇ級鈴木宗徹(小南)が３位、成年鶴兄

英司(日体大)、中嶋宏〈日体大)、川島

５９



団体４位に入った。山形国体には、少

年大存広幸(小園)･菅野･田辺豪(葛

生)が出場し、菅野が75kg級で２位をは

じめ全且入賞した。成年は堀越･野沢・

会沢らが１１Mルし全貝入賞、天圦杯総合

で４位と健闘した。ｉｻﾞ木はⅡ軸ユース

大会で＋100kg級を制した。堀越典Hgは、

バルセロナ･オリンピック67.5kg級に

H1場し、９位の成績を残した。８月に

第６回全国tlｶﾞ学選手楢を小山市大谷ＤＩＩ

学校でIMIliした。背木秀範･中il1原潤

一nIl(火谷中)らが橘剛した。

平成５年

第40回全国商校総合体育大会を栃木県

で開催、ウエイトリフティング競技は

小山高校を会場に行った。葛貨宏平

(葛生商監督)が小山市の大会実行委員

会M1務夙に入り、葛生商校の公務の僻

ら、栃木県、体協、小山市、Ⅱ本協会、

栃木県協会など多くの関係者との連絡

をとりつつ、繊密な企画迎営を図り、

大会の開催となった。

平成５年は、階級変更となった年でも

ある。1111束選抜大会は64kg級土井真二

(小側)､83kg級荷野太作(小山)、＋108ｋｇ

級餌兄博邦(小111)が１位、全同iWi校避

拡大会は64kg級大谷広幸(小団)･83kg級

菅野が１位、９１kg級関口裕志(小山)が

が２位、７６kg級千野正博(葛生)･91ｋｇ

級遠１１I哲也(小山)が３位に入賞した。

女子も64kg級関ロ幸忠(葛生)が２位と

なった。ｌｌｌｌ來商桟大会は83kg級祷野が

１位、小山間が剛体２位となった。全

国高校総体は64kg級大谷、８３kg級菅野

が１位に輝いた。他に遠111の３位など

小山高勢が活蹄したが、ｌ点差で惜し

くも準優勝となった。

大谷･櫛野がⅢ期したソウルの日輔ユ

ース大会に秋山脈ﾘ)(小川商駐柵)がコ

ーチとして参加した。堀越典昭(日体

大>は５月上海で行われた第１何束ア

ジア大会に出場し、Ｊ170kg･T300kg

の日本公認最高記録を樹立し、５位の

成績であった。また、青木延明(日大）

はチェコ･ヘプ市の世界ジュニア避手

柵の＋108kg級に11MM）し12位の成績で

あった。

第７IiiI全国中学選手樅では59kg級赤荻

裕孝(桑中)が167.5kgで１位、３名が

２位に入る健闘を見せた。徳島国体は、

少年70kg級大谷が２位、８３kg級千野が

３位、９１kg級蒋野太作はすべてに日本

iiii校新紀鍬を樹成し1位となり、少年

穂別３位、成年は蝋越･氷藤友久(日体

大)、青木勝償･ｉｉｉ木延明(日大)兄弟が

全員入賞し、天皇杯総合３位獲得を果

たした。瀬戸市での全日本実業団選手

楠には、昭和アルミ、（株>ヨロズの企

業が参加し、昭和アルミが第２位とな

った。マスターズにも堀越武(昭和アル

ミ）１位･飯野茂夫(株ヨロズ)２位とな

った。

平成６年

昭和36年から県協会会長として尽力い

ただいた小池知1111が、また63年から理

JIi長として尽力された桁山四,11が揃っ

て勿辿され、新会奨に永井成雄(163生

高校蛙)、理事長に葛批宏平(葛生商

教)がその任を引き継いだ。小池には、

長きにわたり会長職として尽力された。

槍111には、協会の刷新と改苑に着手さ

れ、現在の体系的で明確な協会迎憐に

尽力いただいた。葛衡の理111艇就任に

伴い、商校呼1$'I部班務)iiiを小IⅡ南簡校

が引き継いだ。

関東高校選抜大会は、青木秀範(小山）

土井真二(小圃)などが活蹴。全国高校

選抜大会は、７０kg級土井が１位、青木・

遠111稗也(小山)が２位に入賞した。

女子は蔦其英貴(蔦生)が54kg級に出柵

し２位と随閲した。第271mⅡ1M束iW5校大

会は、地元栃木県小山市の県南体育館

を会場に開催した。大会は83kg級青木

と99kg級遠山が１位となり小山高が団

体３位となった。全国高校総体でも、

83kg級青木･99kg級逮111が1位となり、

学校対抗において平成工年に紬き三度

目の優勝を逆成した。愛知u１体は、少

年土井･青木R遠山が出塒、９９kg級遠111

が１位となった。成年は堀越･大谷広

幸(ロ体大)･野沢雄一(小高教)･青木延

明(日大>らが出場した。４月の全ロ本

ジュニア選手橘に土井･菅野(株ヨロズ)・

１０i木秀範(小山)･iji木延1N(11大)が出

場し、ｉＩｊ木延明が３位に入賞した。ジ

ャカルタで行われたジュニア世界選手

権に青木が出場し７位の成績であった。

全国中学選手権大会では、５４kg級布川

研二(桑１１１)が１位、５９kg級吉田腿太郎

(桑中)６３位に入る他聞を見せた。

[;１脚ユース大会に出期した99kg級遠山

はＪ１62.5kg、Ｔ282.5kgとⅢ本揃校新

記録を出し、関東選手権において１６Ｊ

において163kgと記録を更新した。

11月の全日本実業団選手権では昭和ア

ルミが前年同棟１点差で２位となった。

マスターズには76kg級飯野茂夫が３位、

99kg級小ifWir-l-nlIが兄辺１$１位となった。

平成７年度

関来高校選抜大会は91kg級粁木秀範・9９

k9級中津原潤一郎(小山)が共に１位、

76kg級横田稔(葛生)が２位であった。

全国高校避抜大会においては91kg級青

木が１位、９９kg級Cll津原も１位となっ

た。関〕l〔商校大会は、９１kg級Ｗ木が１

位、８３kg級赤荻裕孝(葛生)が２位に入

った。全国高校総体は91kg級背木が１

位と活躍し、小山高が団体５位となっ

た。

福崎国体は、少年83kg級赤荻が５位、

91kg級iDi木がJl68kgのⅡ本iWi校新紀

鍬を挙げ１位、９９kg級I1Iil1原も５位に

入賞。成年は83kg級野沢雄一(小間教）

が４位、９１kg級会沢豊(結城一ホテル）

が７位、＋108kg級青木延明が４位と

活蹄し、天皇杯総合７位の成績をあげ

た。

11月の全Ｈ本実業団遮手椛では昭和ア

ルミが３年迎統して２位となった。マ

スターズにおいては堀越武(昭和アル

ミ）が54kg級で、７０kg級関正男(昭和ア

ルミ)が１位となり、７６kg級飯野茂夫

は３位に入賞した。ひろしま国体記念

女子競技には50kg級に館野祐子(昭和

アルミ）が出柵し、２位に入る活蹄を

見せた。

伝統ある栃木県ウエイトリフティン

グ界の歴史の中に、多くの指導者と、

全国･世界に活躍した選手を数多く難

出してきた。本県協会の波辺繁、洞.月

女兵吾、兄！]武雄、楡Ⅱ'四jIlI等の光馴

指導料をはじめ県内外の多くのllIl係各

位のご指導ご尽力の鵬であり、その成

果が実り現在の発展につながったもの

と本協会一同深く感謝の意を表するも

のである。

《現役貝＞

会炎永井成雄

副会艮柑山四郎渡辺直治

麻生英治武井元尹

理事長葛貫虫平

副理事災飯野茂夫

理７１１岸収堀越武

橋本利男小菅宙十郎

関正男内田英宜

秋山静男荒川守

柏木惨古川徳昭

田崎洞司菊地野

谷田他児川島一夫

野沢雄一金原好男

字面神敏光砂岡良治

篠原＝男森田洋一
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